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今 月 の ポ ス ト カ ー ド 表 面

P O S T  C A R D

28 年度から、垂水市の魅力を PR するために、広報たるみ

ずに「ポストカード」をご用意いたしました！家族や友人、

恋人に送って、垂水市の PR にご協力をお願いいたします！

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。

〔
キ
リ
ト
リ
線
〕
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絶妙景観

本号
（４月号）

絶妙景観

絶 妙 景 観
垂 水 市
Exquisite View

Second season

星 降 る 垂 水 市 ×

桜 島 × 錦 江 湾

絶 妙 景 観
垂 水 市
Exquisite View

Second season

新城宮脇から見えた

屋 久 島

平成 28 年４月号掲
載の絶妙景観。星の
日周運動を捉えた写
真で、桜島右の短い
光は人口衛星、赤い
線は飛行機です。

市 長 の 動 き は
WEB からご覧
いただけます。

◎今月の表紙／今月の表
紙は、新城で咲く桜をモ
チ ー フ に、 垂 水 市 で ス
タートする新たなまちづ
くりを表現しました。

◎１階市長席／４月 24 日（月）13:00 ～ 14:00

私の願いは「垂水市の発展」「市民の皆

様の幸福」です。その施策の１つとして

「６次産業化と観光振興」に取り組んで

います。先月、東京三越本店にて、垂水

市のカンパチＰＲのため、垂水高校の女

子生徒４人が、カンパチ解体ショー等の

パフォーマンスを繰り広げてくれまし

た。堂々と笑顔一杯の対応で素晴らし

かったです。また３月議会において「南

の拠点整備」に関する議決をいただき、

未来へ動き出す原動力 未来が本格的に動き出します。南の拠

点整備により、交流人口 200 万人を目

指し、地域経済の活性化や、子育て広場、

防災機能の充実を図りながら、多くの

方が楽しめる施設にしたいと考えます。

さらに、今月 30 日には鹿児島大学病院

の大石副病院長をお招きして「健康長

寿・子育て支援」の講演会等を開催い

たします。今後も鹿児島大学医学部を

はじめ、鹿児島国際大学、鹿屋体育大

学との連携など産学官の連携を通じて、

地方創生の動きを進めてまいります。
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食
し ょ っ か い

改
キッチン

SECOND  SEASON

み ん な で 魅 力 発 信

今 月 の ポ ス ト カ ー ド 裏 面

P O S T  C A R D

〔
キ
リ
ト
リ
線
〕

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。

POST  CARD

POST  CARD

Healtmate of this month

今月の食改さん

左から／日髙眞紀子さん・立山道子さん
　　　　 町田和子さん・野元千代子さん     
　　　　 竹下洋子さん

今月のレシピ

－豚味噌－

□豚ばら肉／ 40 ｇ
□麦みそ／ 50g
□粉黒砂糖／ 30g
□焼酎／小さじ２
□みじん切りにんにく／少々
□おろししょうが／少々
□白ごま／小さじ１

①豚肉を包丁で細かく切る。

ま～なんてことでしょう！
豚味噌の完成！

②豚肉を炒めてしっかりと脂を出す。

③焼酎（料理酒でも可）を加えアルコール分を飛ばしたら
　にんにく、しょうがを入れる。

④麦みそを加え、馴染ませる

1

3

56

4

2

⑤黒砂糖を加えて軽く煮 詰める。⑥最後にごまを加えれば・・・・

食改
完了

昔から常備菜として作られ、
ご飯の上にのせる食べ方が
定番の鹿児島の郷土料理の
ひとつ。冷蔵庫で２週間を
目安に食べきりましょう。

１人分のエネルギー 106kcal
１人分の食塩相当量 1.3g
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広  告 ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 113mm：19,000 円～

鹿児島ミッテ 10　広報たるみず

広報たるみずでは、読者の新たな世界観
と広報誌の付加価値を創出するために、
平成 23 年５月から鹿児島ミッテ 10 の御
協力のもと、県内広報誌初のシネマクー
ポン付きコンテンツを展開しています。

新しい感動が

あなたを待っています！

シネマクーポンを片手に

鹿児島ミッテ 10 へ

Let's  go ！

鹿 児 島 ミ ッ テ 10
シ ネ マ ク ー ポ ン01

※利用対象／一般・大学・中学・小人（３歳以上）
※利用方法／入場（もぎり）の際に係員にお渡しください。
※有効人数／本券１枚で２名様（※学生は学生証が必要）
※注意事項／❶他割引併用不可　❷コピー・WEB からのプリントは利用不可
◎お問い合わせ先／鹿児島ミッテ 10 ☎ 099-812-6662

200 円 割 引

鹿 児 島 ミ ッ テ 10
シ ネ マ ク ー ポ ン02

※利用対象／一般・大学・中学・小人（３歳以上）
※利用方法／入場（もぎり）の際に係員にお渡しください。
※有効人数／本券１枚で２名様（※学生は学生証が必要）
※注意事項／❶他割引併用不可　❷コピー・WEB からのプリントは利用不可
◎お問い合わせ先／鹿児島ミッテ 10 ☎ 099-812-6662

200 円 割 引

鹿 児 島 ミ ッ テ 10
シ ネ マ ク ー ポ ン03

※利用対象／一般・大学・中学・小人（３歳以上）
※利用方法／入場（もぎり）の際に係員にお渡しください。
※有効人数／本券１枚で２名様（※学生は学生証が必要）
※注意事項／❶他割引併用不可　❷コピー・WEB からのプリントは利用不可
◎お問い合わせ先／鹿児島ミッテ 10 ☎ 099-812-6662

200 円 割 引

新作
映画

〔 広報担当のシネマのススメ 〕

1 キネパス
スマートフォンで
簡単に映画予約できる
アプリを活用！

2 自動発券機
鹿児島ミッテ 10では自動発券機で
チケットを発券！キネパスをご利用
の方はQRコードをかざすだけで
チケットを発券できちゃいます！

3 通常料金
◎一般 1,800 円　◎大学生 1,500 円
◎高校・中学・小人（3歳以上）1,000 円
◎シニア（60歳以上）1,100 円
※ 3D作品は +300 円

有効期限　H29.04.01　   ～ H29.06.04土 日 有効期限　H29.04.01　   ～ H29.06.04土 日 有効期限　H29.04.01　   ～ H29.06.04土 日

美女と野獣 ３月のライオン【後編】 ワイルド・スピード
ICE BREAK

ゴースト・イン・ザ・シェル

公開 4/28  　金
公開 4/22  　土

 公開 4/7   　金
公開 4/15  　土

公開 4/15  　土

公開 4/21  　金
公開 4/29  　土

名探偵コナン
から紅の恋歌 RE  LIFE

 公開 4/1   　土

暗黒女子

帝一の國

少年・少女剣士募集

稽古場所：垂水小学校体育館

稽古日時：月・火・木・金曜日
　　　　　　　（18：00～20：00）

月会費：2,000 円
　（兄弟2人目からは1,000円・中学生500円）

館長：脇元浩継（牛根漁協）

監督：水迫宏一（三矢物産）

垂水武道館

新入学・新学年になったら剣道を始めませんか？
剣道は年齢に関係なく、一生続けられる武道です。
礼儀作法を身につけ、健康を維持し、他の学校の友達と交流
しながら、文武両道に向かってがんばってみませんか？

剣道されていたお父さん、お母さん、お子様と一緒に汗を流してみませんか？

剣道の事を知らないお父さん、お母さん、心配ありません。

あいさつの仕方、靴の並べ方、竹刀の握り方、胴着の付け方、一から丁寧に指導致します。

４月から６月末までに入部された方（小学生以下）へ
剣道防具一式（30,000円相当）プレゼント！

いつでも見学に来て下さい今年もやりま
す

この機会に武道を始めよう！
連絡先 ： 館長 脇元まで
電　話 ：  0994-32-2272
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は
じ
め
に

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず

思
い
出
さ
れ
る
こ
と
は
台
風
16
号
災

害
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
28
年
９
月

20
日
未
明
、
市
内
全
域
に
深
い
爪
跡

を
残
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
対
し
ま
し
て
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
台
風
は
、

幸
い
に
人
的
被
害
が
発
生
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
と
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
が
深
ま
り
行
動
さ
れ
た

も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
が
、

や
は
り
自
然
災
害
の
脅
威
を
改
め
て

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
身
を
引
き
締
め
、
私
の
政

治
理
念
・
政
治
姿
勢
で
ご
ざ
い
ま
す

「
安
心
安
全
で
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま

ち
づ
く
り
」
と
「
市
民
の
皆
様
の
幸

福
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

私
は
市
長
に
就
任
し
、
２
期
目
３

年
目
を
迎
え
ま
す
。
市
政
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
第

一
に
多
く
の
市
民
の
皆
様
と
の
対
話

を
重
視
し
現
場
を
大
事
に
し
て
い
く

姿
勢
、
第
二
に
様
々
な
情
報
の
積
極

的
な
発
信
と
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
く
姿
勢
、
第
三
に
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
私
自
身
が
率
先
し
て
動
き
、
様
々

な
改
革
に
勇
気
を
持
っ
て
取
り
組
む

姿
勢
を
示
し
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
培
っ

た
国
や
県
と
の
パ
イ
プ
を
生
か
し
、

市
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

市
長
公
約

元
気
な
垂
水
づ
く
り

　

２
期
目
の
公
約
は
、
元
気
な
垂
水

づ
く
り
！
経
済
・
安
心
・
未
来
か
ら

な
る
３
つ
の
挑
戦
！
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

経
済
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
は
、
３

つ
の
大
き
な
柱
が
ご
ざ
い
ま
す
。
①

水
産
業
、
農
業
の
６
次
産
業
化
を
図

り
、
雇
用
を
生
み
出
し
、
所
得
向
上

を
図
り
ま
す
。
②
観
光
振
興
に
取
り

組
み
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
雇

用
を
生
み
出
し
、
所
得
向
上
を
図
り

ま
す
。
③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
推
進
に
よ
り
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
の
雇
用
を
確
保
し
、
所
得
向
上
を

図
り
ま
す
。

新 た な
まちづくり
ストーリー

平 成  2  9 年 度 垂 水 市 施 政 方 針

特 集

施 政 方 針 は、 そ の 年 一 年 間 の ま ち づ く

り の 方 向 性 や 重 要 施 策、 予 算 な ど の 市

政 運 営 に つ い て、 市 長 が 市 議 会 定 例 会

で 表 明 す る も の で す。 今 月 の 特 集 は、

平 成 29 年 2 月 17 日（ 金 ） に 行 わ れ た

平 成 29 年 第 1 回 垂 水 市 議 会 定 例 会 に

て、 市 長 が 表 明 し た「 施 政 方 針 」 に つ

いて、その概要をご紹介いたします。

施政方針は議会の壇上で市長が表明します。施政方針の表明は、例年約 40 分にわたり説明しています。

2 月 17 日
垂水市議会

第１回定例会
の様子

政治理念と姿勢

　　　安心安全で住んでよかった
　　　まちづくり

　　　市民の皆様の幸福

　　　多くの市民の皆様との対話を
　　　重視し現場を大事にしていく姿勢

　　　様々な情報の積極的な発信と説明
　　　責任を果たしていく姿勢

　　　あらゆる場面で率先して動き、
　　　様々な改革に勇気を持って
　　　取り組む姿勢

市長公約

　　　元気な垂水づくり！
　　　経済・安心・未来からなる
　　　３つの挑戦！

　

次
に
安
心
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
も

３
つ
の
大
き
な
柱
が
ご
ざ
い
ま
す
。

①
防
災
対
策
に
取
り
組
み
、
安
心
・

安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。
②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
推
進
に
よ
り
、
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

③
錦
江
湾
横
断
道
路
か
ら
大
隅
横
断

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
の
推
進
に

よ
り
基
盤
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

次
に
未
来
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
も

３
つ
の
大
き
な
柱
が
ご
ざ
い
ま
す
。

①
情
報
発
信
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
県
内
外
に
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま

い
り
ま
す
。
②
子
ど
も
を
育
て
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
、
子
育
て
世
代
を

応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
③
定
住
人

口
対
策
を
進
め
、
に
ぎ
わ
い
や
元
気

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
の
公
約
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、１
期
目
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

２
期
目
と
な
る
こ
の
４
年
間
で
目
に

見
え
る
成
果
を
出
せ
る
よ
う
意
識
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

姿勢１

理念１公約

理念２

姿勢２

姿勢３

経済
への挑戦

Economy

安心
への挑戦

Care

未来
への挑戦

Future

１水産業・農業の６次産業化
２観光振興による、交流人口の増加
３医療・介護・福祉の雇用推進

１防災対策による安心・安全の確保
２地域包括ケアの推進
３錦江湾横断・大隅横断道路の推進

１積極的情報発信・シティセールス
２子育て環境の充実と応援
３定住人口対策による賑わいの創出
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C
h

allen
ge

1

経
済
へ
の
挑
戦

１
地
方
創
生

　

国
が
進
め
る
地
方
創
生
の
取
り
組

み
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、
民
間
の
お
力
を
十
分

に
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い
く
必

要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
南
の
拠
点

整
備
事
業
は
、
現
在
、
新
た
な
道
の

駅
整
備
を
基
本
と
し
た
官
民
連
携
に

よ
る
エ
リ
ア
開
発
計
画
と
し
て
、
国

や
県
、
大
学
、
民
間
企
業
等
と
調
整

を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

２
ふ
る
さ
と
納
税

　

返
礼
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
強
化

充
実
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
28

年
中
の
最
終
実
績
は
寄
附
件
数

約
２
万
９
千
件
、
寄
附
金
額
約

６
億
１
千
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
返
礼
品
提
供
事
業
者
と
の

連
携
を
図
り
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
の

充
実
に
取
り
組
み
、
昨
年
以
上
の
寄

附
実
績
が
残
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

地方創生

　　　地域若者就地拡大
　　　プロジェクト事業
　　　〔1,000 万円〕
◎学生と企業のマッチングを図り、

　市内企業への就業につなげる事業

　　　南の拠点整備事業
　　　〔2 億 647 万 9 千円〕
◎南の拠点における「観光と産業の振

　興により垂水市の経済の活性化を図

　る施設整備」に加え、地域産品の品

　質向上や販路拡大を図り、市全体の

　「稼ぐ力」を向上させるためのソフト

　事業を展開

農林業の振興

　　　新規就農支援事業
　　　〔240 万 2 千円〕
◎新規就農者の支援・育成等を図る事業

　　　経営体育成支援事業
　　　〔575 万 6 千円〕
◎地域農業の中心となる経営体が農業用機

　械を導入する際、融資残に補助する事業

　　　肉用繁殖雌牛更新
　　　促進事業〔300 万円〕
◎高齢繁殖雌牛の若返りや子牛の商品性向

　上など生産基盤の維持・拡大を推進

　　　６次産業化及び企業農業
　　　創出事業〔209 万 3 千円〕
◎農業分野における６次産業化の先進地研

修や初期投資費用に対しての補助

　　　多面的機能支払推進事業
　　　〔3,403 万 2 千円〕
◎多面的機能の維持・発揮を図るための地域

の共同活動に係る支援をする事業

水産・商工業の振興

　　　６次産業化施設設備補助金
　　　〔112 万 3 千円〕
◎漁協等の６次産業化や漁業体験等の施設整備等

　の事業実施に対しての補助金

　　　たるみず特産品販路拡大
　　　支援事業〔300 万円〕
◎販路拡大支援に係る商談会開催等の業務委託

▼平成 28 年度に東京で実施した「たるみず観光物産展」の様子

観光の振興

　　　地域振興推進事業補助金
　　　〔975 万円〕
◎災害対策、ツーリズム推進を目的に修学旅行生

　や外国人の受入体制の充実を図る事業

　　　ツーリズム推進事業
　　　〔197 万 9 千円〕
◎キャニオニング装備品を購入し、観光事業との

　連携により交流人口の増加を図る事業

　　　体験・交流型観光ビジネス
　　　モデル確立事業〔150 万円〕
◎魅力ある観光資源を活かした旅行商品の造成を

　促進し、交流人口の増加を図る事業

３
農
林
業
の
振
興

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
新
規
就
農

支
援
事
業
や
設
備
等
導
入
補
助
と
し

て
の
経
営
体
育
成
支
援
事
業
な
ど
引

き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
、

新
規
作
物
推
進
事
業
や
子
牛
の
商
品

性
を
向
上
さ
せ
、
生
産
基
盤
の
維
持

拡
大
を
図
る
事
業
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
６
次
産
業
化

に
つ
い
て
は
、
加
工
・
販
売
用
機
械
・

施
設
整
備
に
係
る
補
助
金
の
拡
充
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

４
水
産
・
商
工
業
の
振
興

　

６
次
産
業
化
に
よ
る
新
た
な
商
品

開
発
や
国
内
外
に
向
け
た
販
路
拡

大
、
並
び
に
水
産
施
設
整
備
や
水
産

物
の
生
産
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た

６
次
産
業
化
施
設
設
備
補
助
金
、
さ

ら
に
は
漁
業
体
験
・
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
お
け
る
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
や

学
校
給
食
等
に
お
け
る
魚
食
普
及
の

継続

継続

ふるさと納税

　　　ふるさと納税事業
　　　〔7 億 9,761 万 4 千円〕
◎ふるさと納税制度を通じた地元産業

　の振興と地域活性化等を図る事業

継続

継続新規新規

新規

新規

継続
継続

継続

推
進
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
た
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
支
援
の
強
化
を
進
め
、

特
産
品
の
販
路
拡
大
事
業
に
お
い
て

は
、
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

す
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
市
内
事
業
者

並
び
に
生
産
者
と
連
携
し
た
新
商
品

や
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
に
よ
り
、
新

た
な
顧
客
の
獲
得
と
収
益
増
を
目
指

し
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
情
報
発
信

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
観
光
の
振
興

　

地
域
振
興
推
進
事
業
補
助
金
や

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
等
を
通
じ
て

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、
国
内
外
の
体
験
型

教
育
旅
行
の
誘
致
活
動
も
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
事
業
等
を
活

用
し
た
施
設
整
備
を
進
め
る
と
同
時

に
、
体
験
・
交
流
型
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
確
立
事
業
等
に
よ
り
、
既
存

の
拠
点
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
り

ま
す
。

継続

継続

1

2

345
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C
h

allen
ge

2

安
心
へ
の
挑
戦

１
防
災
対
策

　

垂
水
市
総
合
防
災
訓
練
や
防
災
点

検
等
を
関
係
機
関
と
実
施
し
て
、
防

災
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
検

証
結
果
を
防
災
計
画
に
反
映
さ
せ
た

見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
標
高
や
桜
島
火
山
、
本
城

川
の
洪
水
対
策
な
ど
を
一
冊
に
ま
と

め
た
「
垂
水
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」

を
各
世
帯
に
配
布
し
て
、
家
庭
や
地

域
の
防
災
活
動
の
活
性
化
を
促
し
、

自
主
防
災
組
織
率
の
向
上
と
、
防
災

倉
庫
設
置
事
業
等
の
事
業
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

災
害
情
報
等
の
取
り
扱
い
に
つ
き

ま
し
て
は
多
彩
な
通
話
モ
ー
ド
を
備

え
た
Ｉ
Ｐ
無
線
機
を
整
備
し
、
災
害

状
況
の
把
握
及
び
情
報
共
有
に
努
め

ま
す
。

２
土
木
関
連

　

安
心
安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
図
る
た
め
、
本
年
度
は
特
に

昨
年
の
台
風
16
号
災
害
箇
所
の
早
期

復
旧
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

土木関連

　　　道路橋梁河川過年発生補助
　　　災害復旧事業
　　　〔4 億 6,731 万 5 千円〕
◎平成 28 年台風 16 号災害における復旧事業

　　　空き家解体撤去助成事業
　　　〔800 万円〕
◎空き家解体・撤去を市内業者が行う

　場合に費用の一部を補助する事業

　　　住宅リフォーム促進事業
　　　〔1,200 万円〕
◎住宅リフォーム費用の一部を補助する事業

　　　建築物耐震化促進事業
　　　〔60 万円〕
◎市内の建築物について耐震診断・耐震改修工事

　費用の一部を補助する事業

　　　定住水之上団地外壁改修事業
　　　〔5,410 万円〕
◎定住水之上団地の外壁改修・屋上防水工事に係

　る費用（29 年度は 2 号棟の実施を予定）

農林業関連

　　　農業用施設過年発生補助
　　　災害復旧事業
　　　〔1 億 6,897 万 8 千円〕
　　　林業用施設過年発生補助
　　　災害復旧事業
　　　〔2 億 5,058 万 5 千円〕
◎平成 28 年台風 16 号災害における復旧事業

消防関連

　　　消防防災等施設整備事業
　　　〔7,000 万円〕
◎水槽付消防ポンプ自動車を購入する事業

　　　消防団員安全装備購入事業
　　　〔170 万 3 千円〕
◎消防団員の装備を購入し、整備する事業

　　　消防団庁舎新築事業
　　　〔2,700 万円〕
◎老朽化の進んでいる第 9 分団（境地区）の

　消防団庁舎の新築工事

　

ま
た
、
一
般
世
帯
と
子
育
て
世
帯

に
お
け
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
促
進

す
る
た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

や
、
空
き
家
解
体
撤
去
助
成
事
業
の

継
続
、
そ
し
て
新
規
事
業
と
し
て
耐

震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
事
業
や
定

住
水
之
上
団
地
外
壁
改
修
工
事
を
実

施
し
、
市
民
の
安
心
安
全
と
快
適
な

住
環
境
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

３
農
林
業
関
連

　

昨
年
の
台
風
16
号
で
被
害
の
あ
っ

た
農
地
・
農
業
用
施
設
、
林
道
災
害

の
早
期
復
旧
に
努
め
、
森
林
保
全
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
消
防
関
連

　

市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
、

消
防
力
の
整
備
を
は
じ
め
、
市
民
の

防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
向
け
の

普
通
救
命
講
習
や
応
急
処
置
指
導
等

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。。

新規

新規

継続継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

２３

４

1
防災対策

　　　防災倉庫設置事業
　　　〔500 万円〕
◎非常時の食料、飲料水等を貯蓄しておく

　倉庫を設置する事業

　　　防犯灯設置整備費補助金
　　　〔103 万 4 千円〕
◎各振興会の防犯灯設置に係る費用を補助

　する事業

　　　農村地域防災減災事業
　　　〔1,000 万円〕
◎ため池ハザードマップを作成する事業

　　　ＩＰ無線機整備事業
　　　〔78 万 1 千円〕
◎多彩な通話モードを備えたＩＰ無線機を

　整備し、災害状況の把握及び情報共有

　　　垂水市総合防災マップの全世帯配布
◎株式会社ゼンリンと官民協働による冊子型の「垂水市総合防災マップ」を市内事業者の皆様

　から多くの広告協賛をいただき、平成 28 年度に作成しました。

◎平成 29 年 4 月中旬から、振興会を通じての配布を予定しています。ご家庭・地域の活動等

　にご活用ください。また、各地域の自主防災組織の活動図上訓練や出前講座等の資料として

　も活用しますので、大切に保管してください。

新規

新規 新規

新規継続

詳細は
P34

でご紹介

詳細は
P35

でご紹介

４月中旬
に配布予
定です。
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７
保
健
・
介
護
・
医
療
関
連

　

医
療
体
制
の
充
実

　

鹿
児
島
県
は
全
国
に
比
べ
高
齢
化

が
進
展
し
、
後
期
高
齢
者
の
割
合
も

高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
本
市
は
高
齢
化
率
が
上
位
に
位

置
す
る
地
域
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

医
療
及
び
介
護
保
険
制
度
の
存
続

の
た
め
、
国
に
よ
る
社
会
保
障
費
の

抑
制
施
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
る

中
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
は
本
市
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

推
進
し
て
い
く
上
で
、
医
療
、
介
護

及
び
健
康
政
策
の
連
携
が
不
可
欠
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
コ

ス
モ
ス
苑
内
に
整
備
し
て
お
り
ま
し

た
「
垂
水
市
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
」
が
、
い
よ
い
よ
本
年
４
月
か

ら
稼
動
い
た
し
ま
す
。
施
設
内
に
は

垂
水
市
の
「
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
、
肝
属
郡
医
師
会
の
「
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
設
置
さ
れ
、
連

絡
調
整
機
能
が
強
化
さ
れ
、
よ
り
き

め
細
や
か
な
対
応
が
で
き
る
も
の
と

５
生
活
環
境
関
連

　

家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
浄
化
を
目

的
と
し
た
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に

よ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
市
単
独
に
よ

る
上
乗
せ
助
成
効
果
も
出
て
お
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

６
新
庁
舎
建
設
関
連

　

建
設
後
50
数
年
が
経
過
し
、
早
急

な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
28
年
度
中
に
庁
内
で
組
織

さ
れ
て
い
る
垂
水
市
庁
舎
建
設
等
庁

内
検
討
委
員
会
か
ら
新
庁
舎
建
設
の

検
討
結
果
報
告
を
受
け
る
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
検
討
結
果
を
議
会
へ
報
告
を

し
た
の
ち
、
市
民
の
代
表
や
学
識
経

験
者
等
で
組
織
す
る
外
部
検
討
組
織

を
立
ち
上
げ
、
基
本
構
想
・
基
本
計

画
づ
く
り
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新庁舎建設関連

　　　新庁舎建設関連事業
　　　〔31 万 6 千円〕
◎新庁舎建設検討委員会開催に係る謝金、旅費等

新規

６
生活環境関連

　　　浄化槽設置整備事業
　　　〔5,543 万 8 千円〕
◎合併処理浄化槽設置者に対する補助金

継続

５

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

垂
水
徳
洲
会
病
院
が
３
月
末
を

も
っ
て
閉
鎖
す
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
皆
様
に
医
療
・
介
護
等
へ
の
不
安

が
生
ま
れ
、
市
民
満
足
度
調
査
に
お

い
て
も
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
思

い
切
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と
の
結

果
が
で
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
鹿
児
島
大
学
医
学
部
や
肝
属
郡

医
師
会
と
連
携
を
強
化
し
、
ま
ず
は

地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
あ

わ
せ
て
垂
水
中
央
病
院
の
機
能
充
実

に
つ
い
て
、
方
向
性
を
示
せ
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

何
よ
り
一
番
大
事
な
こ
と
は
市
民
の

皆
様
が
健
康
に
つ
い
て
意
識
を
高
く

し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
と
存
じ
ま

す
。
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
に
至
る

ま
で
の
継
続
し
た
健
康
づ
く
り
事
業

の
充
実
が
重
要
性
を
増
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
推
進
の
た

め
に
は
鹿
児
島
大
学
、
鹿
屋
体
育
大

学
を
は
じ
め
と
す
る
各
分
野
の
専
門

機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
の
で
、
強
固
な
協
力
体
制
の
構
築

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

保健・介護・医療関連、医療体制の充実

　　　垂水市地域包括ケアセンター事業〔833 万 2 千円〕
◎地域包括支援センター運営事業費

垂水市地域包括ケアセンターとは
　垂水市では、高齢者が、地域で暮らし続けられ

るような支援や体制（＝地域包括ケアシステム）

整備を行う拠点施設として、介護老人保健施設コ

スモス苑の一角を改修し「垂水市地域包括ケアセ

ンター」として整備、本年 4 月 1 日にオープンし

ました。

◎センターの構成機関

　同センターは、①垂水市保健課地域包括ケア係、

　②垂水市地域包括支援センター、③垂水中央病

　院在宅療養支援部、④肝属郡医師会立訪問看護

　ステーションの４つの関係機関で構成されます。

◎センターの機能

　高齢者が、地域で暮らし続けられるような支援や体制整備を行う拠点施設
　①高齢者に関する総合相談・支援（垂水市保健課地域包括ケア係・地域包括支援センター 32-5111）

　　市役所の保健課・福祉課に相談した際も相談内容によっては情報を引き継ぎます。

　②在宅医療の支援（垂水中央病院在宅療養支援部 32-5211・肝属郡医師会立訪問看護ステーション 36-8990）

　　在宅で医療が必要な方には、医療面の支援を行います。※まずは、かかりつけのお医者さんにご相談ください。

　③高齢者が、地域で暮らし続けられるような体制整備

　　平成 29 年度は、在宅医療・介護連携推進事業をはじめとする４つの事業を実施いたします。

継続

７

新規　　　鹿児島大学医学部との連携
◎鹿児島大学医学部と幅広く連携して「健康長寿・子

　育て支援」に関する課題解決を目的として、鹿児

　島大学医学部の人材や知見を生かし、垂水市の地

　の利や温泉・食の宝を最大限活用し、「少子・高齢化」

　に対する新しい取り組みを、垂水市をフィールド

　にチャレンジしてまいります。

詳細は
P32

でご紹介

センターは
中央病院裏にあ
り、コスモス苑
の一角を改修し

ています

◎垂水市スーパーバイザー

鹿児島大学病院副病院長の大石充

教授（鹿児島大学医学部心臓血管・

高血圧内科学）に「垂水市スーパー

バイザー」の委嘱を 4 月 30 日に

行い、同日に垂水市文化会館にて

記念講演会を予定しています。
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C
h

allen
ge

3

未
来
へ
の
挑
戦

１
総
合
計
画

　

本
年
度
計
画
期
間
の
最
終
年
度
を

迎
え
る
第
４
次
垂
水
市
総
合
計
画
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
た
な
総
合
計
画

づ
く
り
に
向
け
て
検
証
作
業
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
検
証
結

果
を
踏
ま
え
、
市
民
の
皆
様
が
政
策

の
取
り
組
み
成
果
を
実
感
で
き
る
よ

う
行
政
の
「
見
え
る
化
」
に
配
慮
し

た
計
画
と
な
る
よ
う
策
定
作
業
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

２
地
域
振
興
計
画

　

地
域
振
興
計
画
の
策
定
は
、
平
成

28
年
12
月
に
垂
水
地
区
の
計
画
策
定

を
受
け
、
市
内
９
地
区
全
て
に
お
い

て
策
定
が
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
も

地
域
づ
く
り
を
自
分
た
ち
の
手
で
行

う
と
い
う
考
え
の
も
と
、
国
の
総
務

省
事
業
や
市
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

を
活
用
し
、
市
内
９
地
区
の
特
性
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

３
子
育
て
支
援

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充

実
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
利
用
で
き
る

「
子
育
て
応
援
券
」
の
発
行
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
等
、
子
育
て
世

代
の
支
援
策
の
充
実
を
図
り
、
社
会

一
体
と
な
り
子
育
て
を
支
援
す
る
社

会
基
盤
の
再
構
築
に
取
り
組
み
、「
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総合計画

　　　総合計画関連事業
　　　〔837 万 1 千円〕
◎策定方針に基づく、第５次総合計画

　案の策定に係る、事務費、委託料等

子育て支援

　　　子育て支援センターの
　　　機能充実
◎ファミリーサポートセンターの設置

◎支援スタッフの増員

　　　ファミリーサポート事業
　　　〔183 万 8 千円〕
◎ファミリーサポート事業（保育所、幼稚園

　の開園前・後の子どもの預かりなど）

◎子育て応援券の発行（登録会員に 10 時間

　分の無料利用券を配布）

　　　乳幼児医療費助成事業
　　　〔1,016 万 7 千円〕
◎小学校就学前までの乳幼児医療費助成

　　　子ども医療費助成事業
　　　〔2,580 万円〕
◎中学３年生までの医療費助成を行う事業

　　　不妊治療助成事業
　　　〔150 万円〕
◎特定不妊治療補助を行う事業

継続

継続

継続

継続

1

地域振興計画

　　　まちづくり交付金
　　　〔140 万円〕
◎総合計画基本構想に基づく「地域づ

　くりの考え方」に沿って、地域住民

　が主体となった計画策定や事業実施

　に必要な財源を交付する事業

◎平成 29 年度は、２地区の計画見直し

　と１地区でのハード事業を予定。

【平成 28 年度活用例】
国道 220 号沿いの植栽活動（柊原地区）

継続

２

3

新規

新規

詳細は
P38

でご紹介

４
教
育
環
境
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
む
総
合
プ

ラ
ン
に
お
け
る
「
安
全
・
安
心
の
教

室
プ
ラ
ン
」
と
し
ま
し
て
、
市
内
小

学
校
教
室
の
床
張
替
修
繕
、
環
境
整

備
に
伴
う
機
器
の
購
入
及
び
校
庭
の

降
灰
除
去
な
ど
児
童
・
生
徒
の
安
心

安
全
を
確
保
で
き
る
教
育
環
境
の
整

備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

５
垂
水
高
校
振
興
対
策

　

こ
れ
ま
で
の
支
援
や
助
成
に
加
え

て
、
垂
水
高
校
生
の
将
来
目
標
の
達

成
の
た
め
、
東
進
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
通

信
講
座
受
講
費
用
助
成
の
推
進
、
さ

ら
に
平
成
28
年
７
月
か
ら
は
市
外
か

ら
入
学
し
垂
水
市
内
で
ア
パ
ー
ト
や

下
宿
部
屋
を
借
り
て
い
る
生
徒
に
対

し
、
家
賃
助
成
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
助
成
を
行

い
、
垂
水
高
校
の
振
興
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

教育環境の充実

子どもたちの夢を育む総合プランにおける「安全・

安心の教室プラン」として次の２事業を計画

　　　小中学校施設整備事業費
　　　〔1,851 万 5 千円〕
◎小中学校の遊具や施設の修繕・改修

　点検や保守業務委託など

　　　小中学校機械警備委託
　　　〔291 万 6 千円〕
◎小中学校の機械警備委託

【参考】子どもたちの夢を育む総合プラン

「子どもたちの夢を育む総合プラン」は、「安全・

安心の教室プラン」を含む６つの事業プランで構

成された総合プランです。

垂水高校振興対策

　　　垂水高等学校振興対策
　　　協議会補助〔1,150 万円〕

新規

継続

継続

４５

H23

入
学
者
数

H24 H25 H26 H27 H28

47 人 44 人 42 人
54 人 47 人

64 人

【参考】垂水高校の生徒数の推移
普通科 生活デザイン科

東 進 衛 星 予 備 校 の 講 座 を 受 講 す
る生徒の受講料実額の全額補助

検定費用実額補助（１検定１回）

部活動指導者謝金
や活動費等を補助

通学定期実額の
３分の２を補助

市内に生徒一人
居住する賃貸家
賃相当分を補助

（上限月 2 万円）

フ リ マ ガ 発 行 等
の作成等の補助

東進通信
講座受講

料補助

検定試験
等補助

部活動
等活性化

補助

広報支援
補助

通学費
補助

家賃
補助金

６つの支援事業

162017（平成 29）年４月 - 広報たるみず17 Tarumizu  City  Public  Relations



オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
利
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ

ま
す
第
75
回
国
民
体
育
大
会
に
向

け
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
、
綱
引
き

競
技
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
競
技

の
会
場
と
な
り
ま
す
市
体
育
館
の
改

修
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
鹿
児
島
国
体
垂
水

市
実
行
委
員
会
」
を
設
立
し
、
国
体

開
催
に
向
け
た
準
備
を
本
格
化
さ

せ
、
広
く
市
民
や
関
係
団
体
等
へ
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

８
移
住
定
住
の
促
進

　

及
び
転
出
の
抑
止

　

既
存
事
業
に
加
え
ま
し
て
、
結
婚

に
よ
り
新
た
に
生
活
を
開
始
す
る
若

年
新
婚
世
帯
に
つ
い
て
、
住
居
費
及

び
引
越
費
用
補
助
と
、
民
間
賃
貸
住

宅
に
入
居
す
る
若
年
新
婚
世
帯
及
び

転
入
者
を
対
象
と
し
た
家
賃
補
助
の

２
事
業
を
新
た
に
加
え
、
更
な
る
移

住
の
促
進
及
び
定
住
人
口
の
増
加
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

や
大
学
へ
の
進
学
が
困
難
な
者
に
対

す
る
就
学
支
援
並
び
に
卒
業
後
の
本

市
へ
の
定
住
促
進
の
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
の
奨
学
金
制
度
を
「
た
る
た
る

奨
学
金
」
と
銘
打
っ
て
貸
与
月
額
の

増
額
と
と
も
に
返
還
免
除
制
度
の
導

入
を
平
成
29
年
度
の
入
学
者
か
ら
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

７
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
達

成
感
や
体
力
の
向
上
、
健
康
維
持
増

進
と
い
っ
た
観
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の

担
う
役
割
は
一
層
重
要
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
目
的
に
応
じ

て
、「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
い

つ
ま
で
も
」、
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
市
民
の
皆
様
が

安
全
で
安
心
し
て
楽
し
く
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
誘
致
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

加
が
図
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る

垂
水
中
央
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の

多
目
的
利
用
型
へ
改
修
さ
れ
た
施
設

が
、
本
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

６
学
校
教
育

　

本
市
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

「
夢
を
育
む
総
合
プ
ラ
ン
」
を
さ
ら

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
夢

を
持
た
せ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲

を
育
む
視
点
か
ら
開
催
し
て
お
り
ま

す「
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
！
夢
教
室
」

な
ど
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
目
標
と
意
欲
を
持
っ
て

学
習
に
取
り
組
み
、
確
か
な
学
力
の

定
着
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
で
整

備
い
た
し
ま
し
た
垂
水
中
央
中
学
校

や
平
成
29
年
度
整
備
予
定
の
垂
水
小

学
校
の
楽
器
を
本
市
の
様
々
な
行
事

等
に
お
い
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
小
学
校
に
整

備
い
た
し
ま
し
た
「
一
輪
車
」
や
「
竹

馬
」
を
活
用
し
た
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
の
多
様
化
や
体
力
づ
く
り
の
積
極

的
な
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
奨
学
金
制
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
高
校

学校教育

　　　わくわくどきどき！夢教室
　　　〔128 万 4 千円〕
◎小中学生が一流のものを見る・聞く・ふれる事業

　　　あつまれわんぱく！夏の勉強会
◎小学生を対象に夏季休業中に実施する勉強会

　　　夢の実現！学びの教室〔81 万円〕
◎中学生を対象に土曜日の午後に実施する勉強会

　　　ＩＣＴ関連事業
　　　〔1,321 万 3 千円〕
◎小・中学校のタブレット端末等に係る経費

６

　　　垂水小学校金管バンド
　　　楽器等購入事業
　　　〔91 万 2 千円〕
◎ふるさと納税を活用した垂水小学校金管バン

　ドの楽器等を購入

　　　子どもたちの遊びの多様化や
　　　体力つくりの積極的推進
◎ふるさと納税を活用して全小学校に整備した

　「一輪車」や「竹馬」の活用

　　　たるたる奨学金
◎貸与月額の増額及び返還免除制度の導入

　（平成 29 年度入学者から実施）

継続

継続

継続

継続

新規

新規

新規

移住定住の促進・転出の抑止

　　　結婚新生活支援事業
　　　〔360 万円〕
◎若年夫婦世帯に対し、住居費及び引越費用の

　一部を支援する事業

　　　民間賃貸住宅家賃助成事業
　　　補助金〔3,000 万円〕
◎結婚により新居をかまえる若年夫婦及び転入

　世帯に対して家賃助成を行う事業

　　　定住促進事業〔2,927 万円〕
◎空き家有効活用推進事業補助金、住宅取得費等

　助成事業補助金、空き家リフォーム促進事業補

　助金など

スポーツ振興

　　　垂水中央運動公園改修事業
　　　〔4 億 7,690 万円〕
◎体育館改修工事等（第 75 回国民体育大会のフ

　ェンシング競技、綱引き競技、スポーツチャン

　バラ競技の会場となる体育館の改修工事）

◎多目的利用型施設（陸上競技場の多目的利用型

　へ改修した施設）工事

　　　多目的利用型施設オープニング
　　　イベント事業費〔159 万円〕
◎多目的利用型施設「（仮称）たるみずスポーツ

　ランド」オープニングイベント経費

　　　鹿児島国体垂水市実行委員会
　　　運営補助金〔43 万 3 千円〕
◎鹿児島国体に向けた垂水市実行委員会運営の

　ための補助金

新規

新規

継続

継続

７８

10 月
オープン

予定

新規

新規

詳細は
次号 5 月号と

WEB で
ご紹介！

詳細は
次号 5 月号と

WEB で
ご紹介！
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B
u

dget

平
成
29
年
度
当
初
予
算

１
は
じ
め
に

　

国
の
予
算
状
況
を
踏
ま
え
、経
済
・

人
口
減
対
策
な
ど
喫
緊
の
課
題
を
中

心
に
市
長
政
策
を
優
先
し
て
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
、
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
１
１
７
億
１
２
０
０
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
22
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

２
歳
入
（
一
般
会
計
）

　

市
税
は
、
税
収
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
対
前
年
度
比
5.4
％
増

の
13
億
７
２
９
７
万
４
千
円
を
計

上
し
、
本
市
歳
入
の
柱
で
あ
る
地

方
交
付
税
は
、
平
成
28
年
度
交
付

額
等
を
参
考
に
昨
年
度
と
同
等
の

37
億
８
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
借
金
で
あ
る
市
債
に

つ
い
て
は
、
昨
年
の
災
害
復
旧
が
継

続
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比

55
・
５
％
増
の
13
億
６
０
０
０
万
円

を
借
入
れ
る
予
定
で
す
。
財
源
に
つ

い
て
は
十
分
検
討
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
一
般
財
源
に
不
足
を
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
を
１
億
２
０
０
０
万

円
計
上
し
て
い
ま
す
。

３
歳
出
（
一
般
会
計
）

　
「
元
気
な
垂
水
づ
く
り
～
３
つ

の
挑
戦
」
を
重
点
施
策
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
「
経
済
へ
の
挑
戦
」、「
安

心
へ
の
挑
戦
」、「
未
来
へ
の
挑
戦
」

に
基
づ
き
、
前
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介

し
た
各
事
業
な
ど
を
中
心
に
、
予

算
を
配
分
し
ま
し
た
。

　

性
質
別
に
み
ま
す
と
、
災

害
復
旧
費
が
昨
年
の
台
風
16

号
被
害
等
に
よ
り
前
年
度

比
９
億
１
５
０
９
万
７
千
円

（
５
５
５
・
８
％
）
の
増
、
普
通

建
設
事
業
費
が
南
の
拠
点
整
備

事
業
や
垂
水
中
央
運
動
公
園
改

修
事
業
等
に
よ
り
前
年
度
比

８
億
４
６
８
万
８
千
円
（
61
・
９
％
）

の
増
、
積
立
金
が
主
に
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
積
立
金
に
よ
り
前
年
度

比
３
億
28
万
１
千
円
（
１
４
４
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
予
算
は
、
こ
れ
ま
で
解
説
し

た
一
般
会
計
に
加
え
、
国
民
健
康
保

険
や
地
方
卸
売
市
場
等
の
８
特
別
会

計
と
水
道
事
業
及
び
病
院
事
業
の
２

事
業
会
計
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

財
政
運
営
に
お
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
等
に
よ
る
歳
入
確

保
、
定
員
適
正
化
計
画
等
に
よ
る
人

件
費
の
抑
制
、
市
債
残
高
の
縮
減
、

財
政
調
整
基
金
の
積
立
金
の
増
な
ど

改
善
を
進
め
財
務
諸
表
等
の
数
値
は

改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
財
政
状

況
は
、
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す

る
依
存
財
源
の
割
合
が
大
き
く
、
脆

弱
な
財
政
構
造
か
ら
脱
し
て
い
な
い

た
め
、
今
後
も
弾
力
的
で
足
腰
の
強

い
財
政
構
造
を
構
築
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確

立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
私
の
平
成
29
年
度
市
政
に

対
す
る
所
信
と
重
点
施
策
に
つ
い

て
、
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
全
力
で
市
政
運
営
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

①市税
　13 億 7,297 万
　4 千円（11.7%）

⑩市債
　13 億
　6,000 万円
　（11.6%）

⑪地方消費税交付金ほか
　3 億 8,030 万円（3.2%） ②繰越金（0.9%）

　1 億 70 万 3 千円

③諸収入（2.4%）
　2 億 7,949 万 7 千円

④使用料・手数料（1.6%）
　1 億 8,913 万 4 千円

⑤寄付金（4.4%）
　5 億 1,000 万 2 千円

⑥繰入金ほか（4.0%）
　4 億 7,286 万 2 千円

歳入
117 億

1,200 万円

自主財
源

依 存 財 源
⑦地方交付税
37 億 8,000 万円（32.3%）

⑧災害復旧
　事業費
　10 億 7,974 万
　7 千円
　（9.2%）

⑪貸付金ほか
　2 億 4,986 万円（2.2%）

⑩積立金
　5 億 881 万円（4.3%）

①人件費
　19 億 6,015 万 8 千円
　（16.7%）

②扶助費
　16 億 6,764 万 1 千円
　（14.2%）

③公債費
　9 億 7,322 万 8 千円
　（8.3%）

⑥維持補修費
　7,552 万 2 千円（0.7%）

⑤補助費等
　13 億 3,722 万 2 千円（11.4%）

④物件費
　10 億 3,364 万 2 千円（8.8%）

⑨繰出金
　7 億 2,136 万 6 千円（6.2%）

⑦普通建設
　事業費
　21 億 480 万
　4 千円（18.0%）

義務
的

経
費

　
　

　

　　　　　　　　
　

　
　

　
　

　
   そ

の他

消 費 的 経 費

投
資
的
経
費

⑧国庫支出金
　19 億 8,314 万 7 千円
　（16.9%）

⑨県支出金
　12 億 8,338 万 1 千円
　（11.0%）

性質別歳出割合

　　義務的経費（39.2%）
46 億 102 万 7 千円
※義務付けられている経費

　　消費的経費（20.9%）
24 億 4,638 万 6 千円
※形を残さない性質の経費

　　投資的経費（27.2%）
31 億 8,455 万 1 千円
※道路建設などの
　公共事業費や
　国・県等の公共事業
　への負担額

　　その他経費（12.7%）
14 億 8,003 万 6 千円

自主・依存財源割合

　　自主財源（25.0%）
29 億 2,517 万 2 千円
※垂水市が自ら収納できる財源

　　依存財源（75.0%）
87 億 8,682 万 8 千円
※国・県が関与する財源

◎歳出を目的別に見る！

◎市民一人あたりの平成 29 年度当初予算（一般会計） ※平成 29 年 2 月末現在
　人口 15,540 人で計算

目的別 29 年度 28 年度 前年比 主な内容
議会費 1 億 2,052 万円 1 億 2,070 万円 △ 18 万円 市議会運営
総務費 22 億 668 万円 15 億 5,795 万円 +6 億 4,873 万円 総務管理・財産管理・企画・税務事務等
民生費 29 億 7,896 万円 30 億 3,462 万円 △ 5,566 万円 児童・高齢者・障がい者の福祉推進等
衛生費 7 億 4,492 万円 7 億 5,788 万円 △ 1,296 万円 ごみ、し尿の処理や健康増進事業等
農林水産業費 12 億 7,270 万円 7 億 4,208 万円 +5 億 3,062 万円 農業・水産業・林業等の振興等
商工費 1 億 518 万円 1 億 608 万円 △ 90 万円 商工業・観光の振興等
土木費 10 億 8,421 万円 9 億 6,017 万円 +1 億 2,404 万円 道路・公園等整備や維持管理等
消防費 4 億 8,987 万円 4 億 2,642 万円 +6,345 万円 消防活動や救急、消防団活動
教育費 6 億 4,598 万円 6 億 4,546 万円 +52 万円 学校の管理運営・生涯学習の推進等
災害復旧費 10 億 7,975 万円 1 億 6,465 万円 +9 億 1,510 万円 被災箇所の原状復帰のための費用
公債費 9 億 7,323 万円 10 億 7,399 万円 △ 1 億 76 万円 施設整備などで借りたお金の返済
その他 1,000 万円 1,000 万円 0 予備費等

合計 117 億 1,200 万円 96 億円 +21 億 1,200 万円

75 万 3,668 円
平成 29 年度一般会計当初予算の 117 億 1,200 万円という数字をイメージしやすいように、
市民の皆さん 1 人あたりに相当する歳出額（支出する金額）を算出しました。今年度は、
753,668 円 / 人で昨年度の 602,637 円 / 人より、151,031 円の増額となりました。

歳出
117 億

1,200 万円
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絶 妙 景 観
Exquisite View

Second season

新 城 宮 脇 か ら 見 え た

屋 久 島

◎写真ダウンロード

◎場所／新城
◎撮影者／川井田貞夫氏（垂水市カメラ同好会）からの写真提供
◎撮影日／平成 29 年２月３日（金）
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私 の 好 き な 本 図 書 館 か ら 皆 様 へ

◆春のおはなしシアター
　楽しいおはなしを準

備してお待ちしていま

す。初めての方も大歓

迎ですのでどうぞお越

しください。

■開催
　４月 15 日（土）10：00 ～
◆ちっちゃい子のおはなしかい
　４月５日（水）、19 日（水）10：30 ～
◆４月休館
　３日（月）・10 日（月）・17 日（月）・24 日（月）

◎垂水市立図書館　☎ 32-7111　開館時間：午前 9 時 30 分～午後 6 時

すべては書くこと
から始まる

ママたちが
非常事態 !?

にげたエビフライ

いちばんやさしい
60 代からの iPad

招待状

テロリストの処方 サーベル警視庁

たまごにいちゃんと
たまごねえちゃん

世界がもし
100 人 の 村 だ っ た ら　

お金篇

◎
坂
東　

眞
理
子

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班

◎
赤
川　

次
郎

◎
増
田　

由
紀

◎
久
坂
部　

羊

◎
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

◎
今
野　

敏

◎
あ
き
や
ま　

た
だ
し

◎
村
上　

し
い
こ

失われた地図
（恩田　陸）

　日本各地の旧軍都に発生する

「裂け目」。かつてそこに生きた

人々の記憶が形を成し、現代に

蘇える。記憶の化身たちと戦う

男女、遼平と鮎観。彼らが息子

を授かったことから運命の歯車

が狂い始め…。

ついに、来た？
（群　ようこ）

　「お母さん、ぼけてるよ」 父の

死後、年下の男に奔ったサチの

母。70 歳で男に捨てられ戻って

きたけど、どうも様子がおかし

くて…。シリアスなテーマを明

るく綴る、全 8 編の連作小説。

『GINGER L.』連載を単行本化。

　この絵本は、私が小さい頃に母によく読んでもらって
いました。親となった今は、主人公のあやこの好奇心旺
盛で何でも手伝いたがる姿と自分の娘を重ね合わせなが
ら楽しく読み聞かせています。林明子さんの描くあやこ
の表情１つ１つがかわいらしく、思わずほほ笑んでしま
うような細かな描写もすてきです。

　子育て支援センターは、０歳から就学前のお子様と保護者

の応援センターです。お子様と保護者が一緒に遊んだり、歌っ

たり、悩んだり、考えたりすることができ、子育てのヒント

や人との出会いがある場所です。ぜひ、ご利用ください。

■場所／南松原町 38 番地（垂水市立図書館前）

■時間／ 10：00 ～ 16：00

　　　　※土、日、祝日、年末年始を除く

■料金／無料（材料費などは自己負担）

◎保健課　健康増進係　☎内線 138・164

※健診の対象者は健診日までにその健診の月齢に達
　しているお子様が対象です。達していないお子様
　については翌月の対象となります。

▲（左から）大重　麻衣  さん  柑奈  さん  彩映  さん

乳 幼 児 検 診

子 育 て 支 援 セ ン タ ー

３か月児健診

開催 4/26（水）　垂水市市民館 2 階

受付 午後 1 時 30 分～午後 1 時 45 分

対象者 平成 29 年 1 月生

持参品 ①通知書（健診票）②母子健康手帳

６～８か月児健診

開催 4/26（水）　垂水市市民館 2 階

受付 午後 1 時～午後 1 時 15 分

対象者 平成 28 年 10 月生

持参品 ①通知書（健診票）②母子健康手帳

2 歳児歯科健診

開催 4/12（水）　垂水市市民館 2 階

受付 午後 1 時～午後 1 時 15 分

対象者 平成 27 年 3 ～ 4 月生

持参品
①通知書（健診票）②母子健康手帳

③歯ブラシ④コップ⑤タオル

3 歳児歯科健診

開催 4/5（水）　垂水市市民館 2 階

受付 午後 1 時～午後 1 時 15 分

対象者 平成 25 年 9 ～ 11 月生

持参品
①通知書（健診票）②母子健康手帳

③歯ブラシ④コップ⑤タオル

◎垂水市子育て支援センター　☎ 31-3052

▼４月活動予定

4 月３日 月 はぴママ

4 月 5 日 水 ちっちゃい子のおはなしかい

4 月 7 日 金 わらべ歌

4 月 10 日 月 ベビーマッサージ

4 月 14 日 金 わらべ歌

4 月 17 日 月 おもちゃ病院

4 月 17 日 月 イースター子どもまつり

4 月 19 日 水 ちっちゃい子のおはなしかい

4 月 21 日 金 わらべ歌

4 月 24 日 月 ベビーマッサージ

4 月 28 日 金 わらべ歌
▲節分豆まきの様子 ▲ひなまつりの様子
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２月６日（月）、垂水市商工会青年部が台風 16

号災害に対しての義援金寄附のため市長室を訪

れました。今回の寄附は、たるみず U-10 サッ

カー大会で１ゴールするごとに主催者の同青年

部が寄附をする取組みで、大会に参加した篠原

彩人さんは「被災された方の助けになればと思

い、１ゴールを目指しました」と話されました。

２月８日（水）に、柊原地区公民館にて女性を

対象とした料理教室が開催されました。これは、

柊原地区公民館が平成 25 年度策定の「地域振

興計画」に基づき、総務省事業、市まちづくり

交付金により整備した調理室を活用した取組み

です。当日は、垂水市生涯学習でもご活躍され

ている岩元舟次さん指導のもと、調理方法を学

びながら、彩りも鮮やかな料理が作られました。

サラダ・スープ・メイン・デザートのメニュー

が調理され、昼食会では、美味しい料理に参加

者の話もはずみ、楽しい時間を過ごしました。

２月 19 日（日）、垂水市野球場にて第１回みん

なが集う垂水まちづくりグラウンドゴルフ大会

が開催されました。当日は、快晴の冬空の下、

小学生から大人まで 29 チーム総勢 170 名が参

加し、元気なプレーで盛り上がりました。閉会

式後は、垂水地区でまちづくりを推進する「垂

水づくり計画」に基づく取組として、女性学級

による郷土料理粟 ( あわ ) ぜんざいの振舞いが

行われ、多くの方が初めて味わう郷土の味に舌

鼓を打っていました。

み
ん
な
が
集
う
垂
水
ま
ち
づ
く

り
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

本格コース料理を作る
柊原地区公民館料理教室開催

垂水市商工会青年部から
義援金贈呈

２月 11 日（土）、県体育館にて第 48 回鹿児島

県東西対抗・選抜選手権大会が開催され県警察

機動隊に所属する宅間尚武さん（垂水出身）が

初優勝を果たしました。宅間さんは「結果によっ

ては今回で引退する気持ちで挑み、まずは１勝

することに集中しました。剣道をはじめるきっ

かけとなった父も大変喜んでくれました。」と

話されました。なお宅間さんは、第 65 回全日

本都道府県対抗優勝大会鹿児島県予選会にも出

場し、鹿児島県代表の３将にも選ばれています。

宅
間
尚な

お
た
け武

さ
ん

県
選
抜
大
会
初
優
勝

「ともだち」についての思いを語る
第 17 回若草文学賞表彰式

２月 18 日（土）、垂水市市民館にて、第 17 回若草文学賞表彰式（主催：

垂水文化協会）が開催されました。これは、テーマに沿った小・中学生の

作文を審査するもので、豊かな感性や情緒を育み、思考力や表現力の向上

を図ることを目的に行われています。今回は「ともだち」をテーマに、小

学生 74 点、中学生 15 点の合計 89 点が出品され、グランプリには、瀬戸

口理帆さん（協和小６年）の「友達」が輝きました。

◎グランプリ　受賞者（敬称略）
　瀬戸口理帆（協和小６年）

◎最優秀賞　受賞者（敬称略）
　瀬戸口美輝（柊原小２年）
　中濵涼音（牛根小５年）
　池田蓮（水之上小５年）
　岩山彰真（垂水小６年）

◎優秀賞　受賞者（敬称略）
　神﨑快（松ケ崎小１年）
　森山結花（境小１年）
　川良里緒（牛根小２年）
　神﨑陸（松ケ崎小４年）
　石田陸真（松ケ崎小４年）
　海元瑛成（水之上小６年）
　安樂千夏（垂水中央中１年）

◎推薦　受賞者（敬称略）
　小濵洋吉（垂水小１年）
　石田達暉（松ケ崎小１年）
　𦚰夏里奈（松ケ崎小２年）
　甲﨑離澄（新城小３年）
　久保樹彦（垂水小５年）
　若松ゆりん（垂水小６年）
　長濵咲麗（協和小６年）

◎学校賞
　垂水小学校
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２月 18 日（土）から 22 日（水）までの５日間、

薩摩・大隅路を巡る 53 区間 588.1km を県内

12 チームが走破する第 64 回鹿児島県下一周市

郡対抗駅伝競走大会が開催されました。垂水市

からは、肝属チーム主将として龍﨑唯一選手（垂

水市消防本部）が出場しました。肝属チームは

B クラスで出場し、昨年総合８位から２位順位

を上げ総合６位でフィニッシュしました。大会

最終日に垂水市を選手が通過した際には、小学

生や地域住民の方など多くの方が歩道から応援

し、選手を後押ししていました。

２月 19 日（日）、道の駅たるみずにて、来場者

900 万人を祝した記念式典が開催されました。

道の駅たるみずは平成 17 年４月に開駅し、11

年 10 か月となる平成 29 年２月で来場者 900

万人となりました。当日は、関係者が見守る中、

900 万人目の来場者と伴に、記念セレモニーや

記念品贈呈などが行われました。道の駅たるみ

ずでは今後、４月 23 日に 12 周年を記念した創

業祭を予定するなど、更なる取組を重ね来場者

数 1000 万人を目指し、より多くの来場者に喜

ばれる施設作りを推進していきます。

道の駅たるみず来場者
900 万人記念式典

第 64 回鹿児島県下一周駅伝
肝属チーム奮闘

２月 21 日（火）、垂水吹奏楽団が台風 16 号災

害に対しての義援金寄附のため市長室を訪れま

した。今回の寄附は、垂水災害復興チャリティー

コンサートとして開催された第３回たるみず吹

奏楽フェスタにて集められたものです。田中敏

昭団長は「台風 16 号で被災された皆様に少し

でもお手伝いできればと思い、義援金を集めま

した」と話されました。寄附をしていただいた

皆様に、深く感謝申し上げるとともに、益々の

ご健勝をお祈り申し上げます。

垂
水
吹
奏
楽
団
か
ら

義
援
金
贈
呈

２月 26 日（日）から３月５日（日）までの８

日間、旧川畑秀夫さん宅（本町）にて県指定伝

統工芸品の垂水土人形を展示する「第 5 回春を

呼ぶ垂水土人形展」が開催されました。初日に

は、今回初となる垂水吹奏楽団の演奏の下、尾

脇市長や垂水市観光協会などの関係者による着

物練歩が行われ、また会場では井出弘人長崎大

学教育学部准教授（本町出身）による本町歴史

講演会が行われました。期間

中は、県内外から約 500 人の

来場者でにぎわいました。

歴史を感じる伝統工芸品
春を呼ぶ垂水土人形展

伝統を未来へ繋ぐ
境地区二月祭り

３月５日（日）、タイヨー垂水店にて住宅防火

のための広報活動が垂水市消防本部と垂水市消

防団により行われました。同活動は、火災が発

生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思

想の普及と火災の発生を防止を目的に住宅用火

災警報器の普及促進を図るものです。今回は、

垂水市初となる女性消防団員である宿利原恵さ

んが、女性ならではの柔らかな広報で主婦を中

心に調査やリーフレットの配布を行い防火のた

め活動されました。

女
性
消
防
団
員
が
伝
え
る

住
宅
防
火
の
広
報
活
動

３月５日（日）、牛根境地区にて二月祭りが開

催されました。これは、牛根境地区住民の一年

間の五穀豊穣と家内安全を祈願して行うもので

す。当日は、小学生をはじめ多くの参加者が集

まり、老神神社で伝統芸能の棒踊りを奉納した

後、２班に分かれて地区内の民家を回り踊りを

奉納しました。境地区の棒踊りは、三尺・鎌・

六尺が３列になり、前後が一組で入れ替わり、

切り合いを大きくし勇ましくすることが特徴で

す。棒踊りをとおし子どもたちや地域がつなが

り、伝統文化を未来へ受け継いでいます。

282017（平成 29）年４月 - 広報たるみず29 Tarumizu  City  Public  Relations



広  告 ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 113mm：19,000 円～

３月 21 日（火）、おきな草という花をテーマに

した第 18 回おきな草絵手紙コンテストにて緒

方蘭さん（水之上小１年）が審査員賞を受賞し

表敬訪問されました。緒方さんは、「おばあちゃ

んが絵手紙を描いていたので、一緒に描いて応

募しました。入賞で

きて嬉しいです。こ

れからも、絵手紙を

描きたいです」と話

されました。

緒
方
蘭
さ
ん

絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

鹿児島県ソフトテニス連盟ランキング
垂水市出身者が続々とランク入り

平成 28 年度鹿児島県ソフトテニス連盟ランキングが発表され、小学生男子の部で内匠屋将吾さん・白井大

希さんペア（垂水ジュニアソフトテニスクラブ）が２位に、中学男子の部で海陸航希さん・白井一静さん

ペア（垂水中央中ソフトテニス部）が１位に、そして中学女子の部で中島帆乃香さん・竹之下絵里さんペ

ア（垂水中央中ソフトテニス部）が１位にランキング入りしました。このランキングは、小学生は県小学

生大会と秋季大会、中学生は県中学総体と春季大会の結果に基づき決定されるものです。

１／左から内匠屋将吾さん、白井大希さん　２／左から海陸航希さん、白井一静さん、中島帆乃香さん、竹之下絵里さん

１ ■小学生男子（敬称略）

　２位／内匠屋将吾・白井大希（垂水ジュニアソフトテニスクラブ）

　内匠屋将吾「２人で練習して２位になれて嬉しかったです」

　白井大希「ランキング２位に入れて嬉しかったです」

■中学生男子（敬称略）

　１位／海陸航希・白井一静（垂水中央中ソフトテニス部）

　海陸航希「ランキング１位は初めてなので嬉しかったです。

　　　　　　高校でもランキングに入れるよう頑張ります」

　白井一静「今回のランキング１位を自信に繋げ今後に繋がる

　　　　　　ように力をつけていきたいです」

■中学生女子（敬称略）

　１位／中島帆乃香・竹之下絵里（垂水中央中ソフトテニス部）

　中島帆乃香「２年連続でランキングに入れて嬉しかったです。

　　　　　　　高校生になってもソフトテニスを頑張ります」

　竹之下絵里「高校生になってもランキングに入り、インター

　　　　　　　杯に出られるよう頑張りたいです」

2

ア ル バ イ トア ル バ イ ト
正   社   員正   社   員

TEL 0994-32-6688

垂水市上町127番地
（南日本銀行向い）

時間 Ａ
Ｂ
Ｃ

10:30～13:00
11:30～14:00
17:30～20:30
19:00～22:00

【2.5時間】
【2.5時間】
【3時間】
【3時間】Ｄ

旅と飯屋

時給 730円～730円～730円～
◎正社員（研修期間３ヶ月～）（昇給あり）（研修期間３ヶ月～）（昇給あり）（研修期間３ヶ月～）（昇給あり）

☆週1日～1日2.5時間～OK!! 
      シフト融通ききます。

■

■

募集

※かけもちOK!!
※主婦、大歓迎＆活躍中!!
※学生、フリーター大歓迎！

※かけもちOK!!
※主婦、大歓迎＆活躍中!!
※学生、フリーター大歓迎！

■職　種 ……
■募集人員 ……
■時　間 ……
■時　給 ……
■皆勤手当 ……

株式会社
こうきゅう　　　  　しょくひん

垂水市
中俣99-2光久食品

＊勤務地 ： ㈱ジャパンファーム垂水工場内

※社会保険・厚生年金・有給休暇・特別休暇有り

電話：0994-32-2778　携帯：080-1788-5531

鶏レバー  一口大カット作業
３～４名程度
８：15～17：15
720円～850円（歩合給加算有り）
15,000円以上

正社員正社員募集募集正社員募集
昼
の
部

■職　種 ……
■募集人員 ……
■時　間 ……
■時　給 ……

夜間清掃用員
３～４名程度
16：30～22：45
1,000円（夜間手当、歩合給有り）

夜
の
部

お問い合わせ先

JF垂水工場内水流作業

ジャパン
ファーム
送迎バス
利用可

正社員募集!!
★ 募集人員 ８名程度
★ 働くママのサポート制度あり！

★ 短時間のパートタイム（AM9:00～PM3:00）も大募集！
（育休、育休後の時短勤務  AM9:00～PM4:00）

仕事内容 学生服製造(セーラー服)に関わるミシン・アイロン・
検査などの作業

待　　遇 各種社会保険完備、通勤手当有り
勤務時間 ８:10～16:50　※時期によって若干変わります
休　　日 年間102日（年末年始・お盆は長期連休有り

　　　　　　日曜は休日です。）

給　　与 125,000円～／月　※毎年昇給、賞与(夏・冬)あり
（試用期間 1ヶ月～3ヶ月あり、試用期間中 時給720円）

菅公アパレル㈱垂水工場
垂水市浜平2167番地1

【担当者】古川知英
電話：0994-32-6418

私たちと一緒に働きませんか？私たちと一緒に働きませんか？私たちと一緒に働きませんか？

お問い
合わせ先
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催
物

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
猿
ヶ
城

　

水
之
上
三
和
セ
ン
タ
ー
か
ら
猿
ヶ

城
渓
谷
森
の
駅
ま
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
開
催　

５
月
14
日
（
日
）

■
場
所　

水
之
上
三
和
セ
ン
タ
ー

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
料
金　

無
料

■
申
込
期
限　

５
月
８
日
（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
教
育
課
文

化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎
32

－

７
５
５
３

第
29
回
鹿
児
島
県

子
ど
も
芸
術
祭
典

　

生
の
演
劇
の
公
演
を
行
い
ま
す
。

■
開
催　

５
月
23
日
（
火
）

■
場
所　

キ
ラ
ラ
ド
ー
ム　

武
道
館

■
時
間　

①
昼
の
部　

午
前
９
時
45
分

②
夜
の
部　

午
後
６
時
15
分

■
公
演
内
容　

に
っ
こ
り
ぱ
っ
か
り
座

■
料
金　

５
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
垂
水
子
ど
も
劇

場
事
務
局
（
小
畑
）
☎
０
９
０

－

８
２
２
７

－

１
９
４
４

４ 市 広 域 連 帯 企 画！

錦江湾奥会議
鹿児島市・霧島市・姶良市の催物もお届け！

錦江湾公園はなまつり
５月 13（土）10：00 ～ 16：30
５月 14（日）9：00 ～ 16：00
約 1300 株のバラを楽しめます。
■場所／錦江湾公園（平川町 1818）
■連絡／公園緑化課
　　　　☎ 099-216-1368

第 14 回和気公園藤まつり
４月中旬～５月初旬　8：00 ～ 19：00
24 種１００本を超す色鮮やかな藤
をお楽しみください。
■場所／和気公園
■連絡／実行委員会
　　　　☎ 0995-54-6410

2017 みどりの感謝祭
４月 29 日（土）10：00 ～ 15：00
木工・竹クラフトの体験教室や丸
太切り・積み木の競争など。
■場所／県民の森中央広場
■連絡／県庁地球温暖化対策課
　　　　☎ 099-286-2546

募
集

平
成
29
年
度
市
民
講
座

生
徒
募
集

　

初
心
者
を
優
先
し
て
受
付
を
行
い
、

優
先
受
付
期
間
終
了
後
は
、
ど
な
た

で
も
お
申
込
い
た
だ
け
ま
す
。

■
講
座
一
覧

①
水
彩
画

②
史
料
を
読
み
解
く
郷
土
史

③
お
も
て
な
し
料
理

④
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

⑤
草
木
染
め

⑥
パ
ン
づ
く
り

⑦
キ
ッ
ズ
体
操
＆
ダ
ン
ス

⑧
卓
球

⑨
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー

⑩
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

⑪
心
と
体
の
す
っ
き
り
体
操

⑫
カ
メ
ラ
入
門

⑬
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

⑭
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
新
規
）

⑮
前
結
び
着
物
着
付
け
（
新
規
）

■
初
心
者
申
込
受
付

　

４
月
13
日
（
木
）
～
19
日
（
水
）

■
経
験
者
申
込
受
付

　

４
月
20
日
（
木
）
～
５
月
10
日
（
水
）

■
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

受
講
料
を
添
え
本
人
が
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
受
付
は
先
着
順
で
す
。

※
申
込
後
の
返
金
は
致
し
か
ね
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
受
付　

市
民
館
、
牛
根
・
新
城
支
所

■
受
講
料　

１
０
０
０
円

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
教
育

課
社
会
社
会
教
育
係
☎
32

－

０
２
２
４

　
　　　

垂水市スーパーバイザー委嘱式
就任記念講演会

　垂水市では、「健康長寿・子育て支援」分野等において市

の施策にご協力をいただくため、鹿児島大学病院副病院長で

鹿児島大学医学部心臓血管・高血圧内科学の大石充教授を「垂

水市スーパーバイザー」としてお招きする、委嘱式・就任式

を開催いたします。ぜひ、ご参加ください。

■開催　４月 30 日（日）　午前９時～ 12 時

■場所　垂水市文化会館

■講演内容
　①大石  充  教授記念講演会

　　「豊かな老後のために今できること」
　②牧迫  飛雄馬  教授講演会

　　「介護予防・認知症予防のために今からできる運動」
◎問い合わせ先：保健課☎ 32 － 1116

　　　　　　　　地域包括支援センター☎ 32 － 5111

さっと、見落としがちな「お知らせ」。
でも大事な情報が詰まっています！見逃さないで！

見 逃 せ な い ！

生
命
の
貯
蓄
体
操
初
心
者

講
座
受
講
生
募
集

　

体
重
や
反
動
を
利
用
し
、
体
を
伸

ば
す
日
本
式
養
生
術
健
康
体
操
の
講

座
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催

　

５
月
10
日
（
水
）
～
６
月
13
日
（
火
）

　

の
毎
週
水
曜
日
の
６
日
間

※
６
月
13
日
の
み
火
曜
日

■
場
所　

キ
ラ
ラ
ド
ー
ム
（
武
道
館
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
料
金　

無
料

■
申
込
期
限　

４
月
28
日
（
金
）

■
準
備　

敷
き
マ
ッ
ト
・
飲
み
物
等

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
生
命
の
貯
蓄
体
操
普
及
会
鹿

屋
垂
水
準
支
部　

伊
集
院
☎
32

－

６
０
７
８
・
丸
山
☎
32

－

６
７
５
７

平
成
29
年
度
肝
属
地
区

環
境
ふ
れ
あ
い
館

前
期
講
座
生
募
集

　

前
期
講
座
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
開
催　

４
月
28
日
（
金
）
～

■
講
座
内
容　

子
ど
も
の
日
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
母
の
日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
父
の
日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
自

転
車
整
備
講
座
・
や
さ
し
い
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
講
座
・
布
ぞ
う
り
等

■
料
金　

無
料

■
申
込
方
法　

来
館
・
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
く
だ
さ
い
。（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
：
肝
属

地
区
環
境
ふ
れ
あ
い
館
☎
62

－

８
１
０
１
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お
知
ら
せ

が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業

　

が
け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
、
人

命
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
の
あ
る
区

域
に
建
っ
て
い
る
住
宅
に
居
住
し
て

い
る
方
が
、
安
全
な
場
所
に
移
転
を

行
う
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
）

①
が
け
地
に
近
接
す
る
区
域
に
居
住

　

し
て
い
る
方

②
昭
和
46
年
９
月
１
日
以
前
に
建
て

　

ら
れ
た
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方

②
平
成
30
年
度
に
移
転
を
行
う
方

■
補
助
金
額

①
撤
去
費
用　

上
限
80
万
２
千
円

②
建
設
助
成
費

　

危
険
住
宅
に
替
わ
る
新
た
な
住
宅

の
建
設
、
購
入
、
土
地
取
得
、
敷
地

造
成
の
た
め
に
金
融
機
関
等
か
ら
融

資
を
受
け
た
借
入
利
子
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

①
住
宅
建
設　

上
限
４
５
７
万
円

②
土
地
取
得　

上
限
２
０
６
万
円

③
敷
地
造
成　

上
限
59
万
７
千
円

■
期
限　

９
月
29
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
土
木
課
建
設
係

☎
内
線
３
４
０

空
き
家
解
体
撤
去
事
業

　

空
き
家
の
解
体
撤
去
に
市
内
業
者

を
利
用
し
た
場
合
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

※
工
事
中
・
後
の
申
請
は
対
象
外
で
す
。

■
期
間

　

４
月
３
日
（
月
）
～
12
月
28
日
（
木
）

■
対
象

①
市
内
に
あ
る
空
き
家
の
所
有
者

②
家
の
所
有
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
者

③
所
有
者
等
が
居
住
し
て
な
く
、
他

　

の
用
途
で
使
用
し
て
い
な
い
建
物

④
市
内
業
者
に
依
頼
す
る
工
事
で
対

　

象
工
事
費
の
合
計
額
が
30
万
円(

消

　

費
税
込
み)

以
上
の
も
の

■
補
助
金
額

①
一
般
解
体
撤
去
：
対
象
工
事
費
の

　

30
％
（
上
限
30
万
円
）

②
撤
去
後
新
築
す
る
場
合
：
対
象
工

　

事
費
の
50
％
（
上
限
50
万
円
）

■
申
請
書
類

①
申
請
書

②
添
付
書
類（
住
民
票
、納
税
証
明
書
等
）

※
申
請
書
は
、土
木
課
建
築
係
ま
た
は
、

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
実
績
報
告
書
は
平
成
30
年

２
月
28
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
土
木
課
建
築
係

☎
内
線
３
４
０

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
事
業

　

市
内
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

登
録
工
事
業
者
を
利
用
し
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
工
事
中
・
後
の
申
請
は
対
象
外
で
す
。

■
期
間

　

４
月
３
日
（
月
）
～
12
月
28
日
（
木
）

■
対
象

　

市
内
に
あ
る
申
請
人
が
居
住
し
て

い
る
持
家

■
補
助
金
額　

※
対
象
工
事
費
20
万
円
以
上

①
一
般
世
帯
：
対
象
工
事
費
の
10
％

　
（
上
限
15
万
円
）

②
子
育
て
世
帯
：
対
象
工
事
費
の
30
％

　
（
上
限
45
万
円
）

■
申
請
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
添
付
書
類（
住
民
票
、納
税
証
明
書
等
）

※
申
請
書
は
、土
木
課
建
築
係
ま
た
は
、

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
補
助
事
業
と
重
複
に
な
る
部

分
は
対
象
外
（
介
護
保
険
住
宅
改
修

支
援
事
業
、
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
等
）
と
な
り
、
一
つ

の
住
宅
に
つ
き
１
回
の
補
助
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
土
木
課
建
築
係

☎
内
線
３
４
０

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
事
業

登
録
工
事
業
者
募
集

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
快
適
な
住

環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
に
、
市
内

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
補
助
事
業
を
利
用
さ

れ
る
方
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
受

注
し
た
い
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め

｢

工
事
業
者｣

の
登
録
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

■
開
始　

４
月
３
日
（
月
）
～

■
資
格

　
１
年
以
上
垂
水
市
内
に
主
た
る
事

業
所
等
（
本
社
又
は
本
店
）
を
有
す

る
会
社
又
は
個
人
事
業
者
で
、
継
続

し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
者

■
申
請
書
類

①
申
請
書

②
添
付
書
類
（
住
民
票
、納
税
証
明
書
）

※
個
人
事
業
者
の
場
合
は
、
次
の
書

類
も
必
要
で
す
。

③
確
定
申
告
書
ま
た
は
、
市
民
税
申

告
書
の
写
し

④
決
算
書
ま
た
は
収
支
内
訳
書

※
申
請
書
は
、土
木
課
建
築
係
ま
た
は
、

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
土
木
課
建
築
係

☎
内
線
３
４
０

垂
水
市
木
造
住
宅

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

工
事
補
助
事
業

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
工
事
中
・
後
の
申
請
は
対
象
外
で
す

■
期
間

　

４
月
３
日
（
月
）
～
12
月
28
日
（
木
）

■
対
象

①
市
内
の
木
造
住
宅
の
居
住
者
ま
た

　

は
所
有
者
（
居
住
者
と
所
有
者
が

　

異
な
る
場
合
、
両
同
意
が
必
要
）

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

　
（
着
工
）
さ
れ
た
も
の

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
補
助
金
額

①
耐
震
診
断
：
耐
震
診
断
費
用
の
３

　

分
の
２
（
上
限
６
万
円
）

②
耐
震
改
修
工
事
：
対
象
工
事
費
の

　

１
０
０
分
の
23
（
上
限
30
万
円
）

■
申
請
書
類

①
申
請
書

②
添
付
書
類（
住
民
票
、納
税
証
明
書
等
）

※
申
請
書
は
、土
木
課
建
築
係
ま
た
は
、

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
実
績
報
告
書
は
平
成
30
年

２
月
28
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
土
木
課
建
築
係

☎
内
線
３
４
０

就
学
援
助
制
度

■
就
学
援
助
制
度
と
は

　

垂
水
市
在
住
で
、
お
子
様
が
垂
水

市
立
の
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
こ

と
に
対
し
、
経
済
的
理
由
で
お
困
り

の
場
合
、
学
用
品
費
や
学
校
給
食
費

等
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

■
申
請
方
法

　

在
校
生
に
は
３
月
中
、
新
入
生
に
は

入
学
後
に
配
布
さ
れ
る
申
請
書
を
各
学

校
指
定
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先　

在
籍
す
る
学
校

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
学
校
教
育
課
学

校
教
育
係
☎
32

－

７
２
１
３

４
月
は
垂
水
さ
わ
や
か

あ
い
さ
つ
運
動
強
調
月
間

　

垂
水
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
明

る
く
健
や
か
な
育
成
と
、
地
域
に
お

け
る
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
垂
水
さ
わ
や

か
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
と
で
も
」
あ
い
さ
つ
で
思
い
や
り

の
溢
れ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
☎
32

－

０
２
２
４

相
談

特
設
人
権
相
談
所

　

垂
水
市
で
は
特
設
人
権
相
談
所
を

年
に
６
回
開
設
し
ま
す
。
人
権
問
題

で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
人
権
擁
護
委
員
と
は

　

相
談
に
は
、
垂
水
市
長
が
推
薦
し
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
委
員
は
人
権

擁
護
委
員
法
に
基
づ
い
て
人
権
相
談

を
受
け
た
り
人
権
の
考
え
を
広
め
る

活
動
を
し
積
極
的
な
人
権
擁
護
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く

■
相
談
料　

無
料

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
課
相
談
係

☎
32

－

１
２
９
５

行
政
の
悩
み
ご
と
相
談

　

垂
水
市
で
は
、
行
政
相
談
委
員
を
設

置
し
、
国
の
仕
事
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
委
員
と
は

　

相
談
に
は
垂
水
市
長
が
推
薦
し
、

総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
行
政
相
談
委

員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
に
対
す
る
助

言
や
関
係
行
政
機
関
等
へ
通
知
を
行

い
解
決
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
行
政
相
談
委
員

　

神
柱
利
雄
氏（
本
城
１
６
５
０
番
地
）

　

☎
32

－

５
７
９
０

■
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

■
相
談
料　

無
料

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
課
相
談
係

☎
32

－

１
２
９
５

開設日 場所

4/10（月） 垂水市市民館

6/1（木） 垂水市市民館

8/7（月） 新城地区公民館

10/10（火） 牛根地区公民館

12/8（金） 垂水市市民館

2/6（火） 水之上地区公民館

開設日 場所

4/21（金） 10/20（金）

垂水市市民館

5/19（金） 11/17（金）

6/16（金） 12/15（金）

7/21（金） 1/19（金）

8/18（金） 2/16（金）

9/15（金） 3/16（金）

▼特設人権相談所開設日程

▼行政相談所開設日程
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平
成
28
年
度
定
期
監
査

の
結
果

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項

及
び
第
９
項
に
基
づ
く
、「
定
期
監
査
」

結
果
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

平
成
28
年
10
月
５
日
（
水
）
～

　

平
成
29
年
１
月
26
日
（
木
）

■
監
査
対
象

　

市
長
事
務
部
局
、
議
会
事
務
局
、

教
育
委
員
会
事
務
局
、
農
業
委
員
会

事
務
局
、
監
査
事
務
局
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
、消
防
本
部
、消
防
署
、

各
消
防
分
団
、
市
内
各
小
中
学
校

■
監
査
対
象
年
度

　

平
成
28
年
度
事
務
事
業
全
般

■
監
査
内
容

　

事
務
分
担
、
予
算
執
行
状
況
、
業

務
実
施
及
び
実
績
報
告
書
、
工
事
執

行
状
況
、
課
内
状
況

■
監
査
方
法

　

予
め
資
料
の
提
出
を
求
め
、
担
当

職
員
の
説
明
を
聴
取
の
上
、
行
政
の

事
務
事
業
の
合
理
化
と
財
源
の
効
率

的
な
執
行
に
つ
い
て
検
証
し
、
事
務

処
理
の
簡
素
化
な
ら
び
に
経
費
の
節

減
等
に
つ
い
て
監
査
し
た
。

■
監
査
結
果

　

所
掌
事
務
の
う
ち
予
算
執
行
事
務
、

収
入
事
務
及
び
支
出
事
務
、
契
約
事

務
、
財
産
管
理
、
経
営
管
理
、
事
務

管
理
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
概

ね
良
好
な
事
務
処
理
が
な
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

た
だ
、
随
意
契
約
の
締
結
お
よ
び

契
約
保
証
金
の
免
除
に
際
し
て
は
、

地
方
自
治
法
施
行
令
お
よ
び
垂
水
市

契
約
規
則
に
従
い
、
適
切
な
事
務
処

理
を
行
わ
れ
た
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
監
査
事
務
局

☎
内
線
３
５
６

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業

内
容
の
変
更

　

交
通
事
故
の
抑
制
を
図
る
運
転
免

許
証
自
主
返
納
の
推
進
の
た
め
、
支

援
事
業
の
内
容
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

■
変
更
内
容

　

65
歳
以
上
の
自
主
返
納
者
へ
交
付
す

る
商
品
券
の
金
額
５
０
０
０
円
か
ら

１
万
円
に
変
更

■
申
請
書
類

①
印
鑑

②
返
納
さ
れ
た
免
許
証

③
運
転
免
許
の
取
り
消
し
通
知
書

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課
安
心
安

全
係
☎
32

－

１
０
９
７

鳥
獣
被
害
防
止
施
設
等

資
材
購
入
費
補
助
金

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
畜
作
物
な
ど

へ
の
被
害
を
防
止
し
、
農
畜
作
物
の

安
定
生
産
及
び
市
民
生
活
の
安
全
確

保
を
図
る
た
め
、
有
害
鳥
獣
被
害
防

止
施
設
等
（
電
気
柵
、
金
網
、
防
鳥

網
な
ど
）
を
設
置
す
る
方
に
対
し
、

必
要
な
資
材
購
入
費
用
に
つ
い
て
助

成
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
間

　

４
月
３
日
（
月
）
～
10
月
２
日
（
月
）

■
対
象

①
振
興
会

②
認
定
農
業
者

③
農
業
者
（
販
売
目
的
で
営
農
し
て

お
り
10
ア
ー
ル
以
上
の
耕
地
面
積
が

あ
る
こ
と
）

■
補
助
金
額

　

購
入
費
用
の
２
分
の
１

　

①
振
興
会
上
限
10
万
円

　

②
認
定
農
業
者
上
限
５
万
円

　

③
農
業
者
上
限
３
万
円

※
共
同
設
置
の
場
合
上
限
10
万
円
ま

で
加
算
あ
り

■
申
請
書
類　

交
付
申
請
書
、
資
材

内
訳
書
、
位
置
図

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
農
林
課
振
興
係

☎
内
線
２
４
１

平
成
29
年
度
銃
砲
刀
剣

類
登
録
審
査
会

■
審
査
日
（
奇
数
月
第
２
火
曜
日
）

①
５
月
９
日　

②
７
月
11
日

③
９
月
12
日　

④
11
月
14
日

⑤
平
成
30
年
１
月
９
日

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場　

県
青
少
年
会
館

　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
）

■
審
査
手
数
料
（
１
件
あ
た
り
）

　

新
規
登
録　

６
３
０
０
円

　

再
交
付　
　

３
５
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
文
化

財
課
指
定
文
化
財
係
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

５
３
５
５

九
州
電
力
か
ら

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線

付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
釣

り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、万
一
鯉
の
ぼ
り
や
、

釣
り
糸
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の

九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
屋
営
業
所

☎
０
１
２
０

－

９
８
６

－
８
０
６

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
の
実
施

　

狂
犬
病
の
侵
入
と
蔓
延
を
防
ぐ
た

め
、
犬
の
登
録
と
予
防
接
種
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
狂
犬
病

　

治
療
法
は
な
く
、
発
症
す
る
と

人
も
動
物
も
１
０
０
％
死
亡
す
る

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
日
本
で
は

１
９
５
７
年
以
降
、
国
内
発
で
の
症

例
は
な
い
で
す
が
、
世
界
で
は
、
現

在
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

５
万
５
千
人
の
死
亡
者
が
出
て
い
ま

す
。
２
０
１
３
年
に
は
台
湾
で
、
野

生
動
物
で
の
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
毎
年
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
狂
犬
病
の

侵
入
と
そ
れ
に
続
く
蔓
延
を
防
ぐ
た

め
に
、
必
ず
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

５
月
16
日（
火
）～
18
日（
木
）

■
場
所　

各
地
区
公
民
館
等（
39
か
所
）

■
対
象

　

生
後
91
日
以
上
で
、
今
年
４
月
以

降
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い

な
い
犬

■
持
参
す
る
も
の

①
通
知
書
（
登
録
犬
の
み
）

②
注
射
料
金　

３
４
０
０
円

※
未
登
録
犬
の
場
合
は
、
注
射
料
金

と
は
別
に
新
規
登
録
料
３
０
０
０
円

（
生
涯
１
回
）
が
必
要
で
す
。

■
注
意
点

①
通
知
書
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

　

い
。
ま
た
、
釣
銭
の
な
い
よ
う
に

　

お
願
い
し
ま
す
。

②
暴
れ
だ
さ
な
い
よ
う
に
抑
え
る
こ

　

と
が
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く

　

だ
さ
い
。

③
妊
娠
・
授
乳
犬
は
今
回
は
接
種
せ

　

ず
、
後
日
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

①
飼
犬
の
死
亡
や
飼
主
の
氏
名
・
住

　

所
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け

　

出
が
必
要
で
す
。

②
飼
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
主
の

　

責
任
で
す
。
ま
た
、
飼
犬
の
放
し

　

飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
生
活
環
境
課
環

境
衛
生
☎
32

－

１
２
９
７

日 地区 時間 場所

5/16
（火）

新城

09:10 ～ 09:25 新城麓公民館

09:35 ～ 09:55 新城支所（新城地区公民館）

10:05 ～ 10:15 浦川内公民館

10:25 ～ 10:35 垂水南中下（海岸公園駐車場）

柊原
10:45 ～ 11:05 柊原地区公民館

11:15 ～ 11:25 柊原小学校入口

水之上

11:40 ～ 11:50 上本城（本城跡入口）

13:00 ～ 13:20 三和センター
（水之上地区公民館）

13:30 ～ 13:40 今川原公民館

13:50 ～ 14:00 新光寺橋前

14:10 ～ 14:20 内之野橋前

大野
15:00 ～ 15:10 大野地区公民館

15:25 ～ 15:35 垂桜公民館

5/17
（水）

浜平
09:10 ～ 09:30 浜平駅跡

（葛迫ごみステーション）
09:40 ～ 10:00 潮彩町公園

中央

10:10 ～ 10:25 海岸公園入口（錦江町）

10:35 ～ 10:50 下宮神社

11:00 ～ 11:20 鉄道公園駐車場

11:30 ～ 11:40 城山市営住宅 4 階建前

13:00 ～ 13:20 下原田公民館

13:30 ～ 13:40 田上三又路

市木

13:50 ～ 14:00 野久妻三又路

14:10 ～ 14:20 中市木公民館

14:30 ～ 14:40 下市木公民館（下市木 1 区）

元垂水
14:50 ～ 15:00 新田神社前

15:10 ～ 15:20 川崎地区運動公園

5/18
（木）

中俣 09:10 ～ 09:30 中俣公民館

海潟

09:40 ～ 09:55 協和地区公民館

10:05 ～ 10:15 菅原神社前

10:25 ～ 10:35 脇登三又路

10:45 ～ 10:55 小浜橋前

牛根

11:05 ～ 11:15 牛根麓公民館

11:25 ～ 11:35 旧 JR 辺田駅跡

13:00 ～ 13:10 中浜公民館

13:30 ～ 13:45 境地区公民館

13:55 ～ 14:05 浮津公民館

14:15 ～ 14:25 飯牟礼神社前

14:35 ～ 14:55 二川公民館

15:25 ～ 15:35 岳野公民館

▼平成 29 年度狂犬病予防注射日程
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国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
申
請

　

平
成
28
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
29
年
度

も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、
３

月
下
旬
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付

特
例
申
請
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

所
得
の
少
な
い
学
生
が
申
請
し
、

承
認
さ
れ
る
こ
と
で
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
制
度

で
す
。

■
平
成
29
年
度
の
申
請
方
法　

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
は
、
送
付
し
た
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
記
入
し
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
平
成
29
年
度
の
申
請
が
で
き

ま
す
（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
又

は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
）。

■
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合

　

平
成
29
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制

度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書
を
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
課
市
民
係

☎
内
線
１
６
３
／
鹿
屋
年
金
事
務
所

☎
42

－

５
１
２
１

保
健
・
福
祉

臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）

■
受
付
期
間　

４
月
17
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

７
月
18
日
（
火
）

■
場
所　

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
　
　

新
城
・
牛
根
支
所

■
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

■
支
給
額　

１
万
５
０
０
０
円

■
対
象

　

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
税
法

上
の
扶
養
親
族
で
あ
る
方
、
生
活
保

護
受
給
者
は
除
き
ま
す
。

■
申
請
書
類

①
印
鑑
・
通
帳

②
公
的
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）

■
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、「
給
付

金
」
を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数
料

な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
福
祉
課
地
域
福

祉
係
☎
内
線
１
２
５

　　

■ファミリー・サポート・センターとは

　子育ての援助をしてほしい方（利用会員）と子育

てをお手伝いできる方（提供会員）が、お互いに会

員になって、地域で子育ての助け合い（相互援助活

動）を行う有償ボランティアの会員組織です。

■活動内容

①保育所、幼稚園の開園前・閉園後の子どもの預かり

②保育所、幼稚園、小学校等への送迎

③児童クラブ終了後や放課後の子どもの預かり

④冠婚葬祭や病院、参観日の際の子どもの預かり

■会員登録及び利用（活動）の流れ

①会員登録の申込　②会員証の発行

③援助の依頼　④マッチング、事前打ち合わせ

⑤援助活動

※提供会員の方は、講習会を受講していただきます。

垂水市ファミリー・サポート・センター事業スタート !!

◎問い合わせ先
　垂水市ファミリーサポートセンター　☎ 31-3052

日時
利用料金・報酬

１時間まで １時間以降

月曜日～金曜日
（祝日、12/29 ～ 1/3 は除く）

午前 7 時～午後 7 時
600 円 30 分ごとに 300 円

上記の時間外・土日、祝日 700 円 30 分ごとに 350 円

▼利用料金表

　

　利用会員に登録していただいた方に、援助活

動で利用できる「ファミリー ･ サポート・セン

ター１時間無料券」が 10 枚つづりとなった「子

育て応援券」を配布いたします。

子育て応援券
注目

POINT

インプラント治療インプラント治療インプラント治療
目から鱗の世界最先端の歯科治療
について分かりやすく説明いたします。
目から鱗の世界最先端の歯科治療
について分かりやすく説明いたします。

しげやま歯科

0120-418-882フリーダイヤル

しげやま歯科しげやま歯科
垂水市本町77番地

SHIGEYAMA D.C

電話で予約を
お取りください

医療法人 彩雲会医療法人 彩雲会

日 時

場 所

★情報収集にどうぞご参加下さい。

　セカンドオピニオンにもどうぞ。

★相談は全て無料です。

　お気軽にご連絡下さい。

★全身の健康も考えた、オーダーメイド

　の歯科治療をご提案いたします。

歯
学
博
士

 

　
　
重
山
洋
一
郎

無料相談

（個別相談
承ります）

最新

●噛めない
●治りにくい歯周病
●神経を抜いた歯がある
●見た目が恥ずかしい
●歯が悪く全身疾患がある

＊歯からのSOSサイン、放置すると
　全身の病を引き起こします。

＊歯が引き起こす恐ろしい

　病気とは？

お問い合せ

毎週木曜日は無料相談デー
12時より

お客様感謝デーお客様感謝デーお客様感謝デーお客様感謝デーお客様感謝デーお客様感謝デー
4/8（土） 4/9～ （日）

特価商品特価商品 車イス２台限り（アルミ）

定価 55,000円定価 55,000円 19,000円19,000円→→

２日間
限り

※当日はご来店の皆さまに抽選が
　あります。

★１等 抗菌済み羽毛布団
★２等 加湿器
★３等 血圧計

期間

指定居宅サービス事業所
㈲光洋メディカル福祉用具貸与事業所

TEL 32-7272垂水市栄町111番地

取扱品 介護用ベッド、マットレス、車椅子、歩行器、ポータブルトイレ
シャワーチェア、杖、電動カー、シルバーカー、くつ

ご来店頂いた皆様に、タマゴの
つかみ取りもあります!!

垂水市役所

ドラックイレブン桜
島
↑

桜
島
↑
Ｒ
２
２
０

Ｒ
２
２
０
↓
鹿
屋

↓
鹿
屋

●

●

●

★

ローソン

卒業・卒園・入学・入園記念キャンペーン卒業・卒園・入学・入園記念キャンペーン

金

金

〒891-2124  鹿児島県垂水市錦江町1-194

，
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広報たるみずお便り

読者の
思い

いつもお便り
ありがとう
ございます！

お便り＆市長へのメッセージ

１広報誌を読んだご感想や、市長・市政に対するメッセージなど何でも好きなことをお書きください。

２お便りを紙面内でご紹介させていただいてもよろしいですか？　　　　  （　はい　・　いいえ　）
　※ペンネーム記載の方はペンネームで、ご本名のみ記載の方はイニシャルでご紹介させていただきます。

※個人情報の取扱い
個人情報は、お便りのご紹

介、プレゼントの発送及び

統計資料作成以外の目的で

は使用いたしません。

※お便りはＷＥＢサイト
　からでも受付可能！
広報誌へのお便りは、垂水

市公式WEB サイトからでも

お送りいただけます！お便

りお待ちしております！

◎垂水市公式 WEB サイト
　⇒市政の動き ⇒広報・広聴
　⇒広報誌　 　⇒広報誌お便り

お便りお待ちしております。（詳しくは裏面をご覧ください。）

は
じ
め
て
の
お
便
り
で
す
。

私
は
鹿
児
島
の
隼
人
で
生

ま
れ
高
校
生
ま
で
過
ご
し
、
大
学

か
ら
東
京
へ
上
京
し
、
今
現
在
も

東
京
で
働
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の

広
報
誌
「
た
る
み
ず
」
は
会
社
へ

届
く
の
で
す
が
毎
月
垂
水
の
絶
妙

景
観
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
帰
省
し
ま
す
が
必
ず
垂
水
へ

行
き
ま
す
。
ど
の
景
色
も
大
好
き

で
す
。
そ
ん
な
大
好
き
な
垂
水
の

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
下
さ
っ
て
い

る
皆
様
へ
感
謝
で
す
。（
東
京
都
中

央
区
／
Ｒ
・
Ｎ
／
20
代
女
性
）

　
　
　
　
　
　▼

　

Ｒ
・
Ｎ
さ
ん
、
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
絶
妙
景
観
へ
の

お
褒
め
の
言
葉
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
風
景
は
、
同
じ
場
所
で
あ
っ

て
も
、
天
候
や
気
温
に
加
え
、
時
間

帯
や
撮
影
す
る
高
さ
や
角
度
に
よ
っ

て
も
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
私
た
ち
も
ま
だ
ま
だ
撮
影
技
術

が
足
り
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
帰
省
の
際
は
、
ま

た
垂
水
市
へ
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
た
る
み
ず
の
特
選
受
賞
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
９
月
号
は
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。
地
方
に
い
て
も
中
央

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
繋
が
る
時

代
、
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
生
徒

達
と
そ
れ
を
支
え
る
垂
水
市
。
驚

き
ま
し
た
。（
垂
水
市
／
し
ょ
う
ゆ

屋
の
娘
／
60
代
女
性
）

　
　
　
　
　
　▼

　

し
ょ
う
ゆ
屋
の
娘
さ
ん
、
広
報
誌

へ
の
お
褒
め
の
言
葉
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
制
作

し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大
変
嬉

し
く
励
み
に
な
る
も
の
で
し
た
。
改

め
て
、
ご
愛
読
い
た
だ
く
皆
様
か
ら

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
て

い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、よ
り
自
由
な
発
想
で
、

次
の
ペ
ー
ジ
を
読
み
た
く
な
る
広
報

誌
作
り
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
た
る
み
ず
」
特
選
！
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
り
一
番
の
楽
し
み

は
「
食
改
キ
ッ
チ
ン
」
で
す
。
母

が
四
季
折
々
に
作
っ
て
い
た
郷
土

料
理
や
菓
子
団
子
等
、
今
は
懐
か

し
い
思
い
出
の
味
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
「
食
改
キ
ッ
チ
ン
」

の
お
陰
で
子
か
ら
孫
へ
と
故
郷
の

味
を
伝
え
て
い
け
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
充
実
し
た
「
広
報
た
る
み
ず
」

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。（
静
岡

県
静
岡
市
／
ジ
ャ
ス
ミ
ン
／
60
代

女
性
）

　
　
　
　
　
　▼

　

ジ
ャ
ス
ミ
ン
さ
ん
、
広
報
誌
へ
の

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

食
改
キ
ッ
チ
ン
は
、
今
月
号
か
ら
２

年
目
に
突
入
し
た
こ
と
か
ら
、「
臨

場
感
」
を
テ
ー
マ
に
、
調
理
工
程
が

伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
気
に
入
っ

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
引

き
続
き
ご
愛
読
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。県

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
広

報
た
る
み
ず
」
が
12
年
ぶ

り
に
特
選
に
輝
い
た
こ
と
を
知
り

大
変
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
特
集
「
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
　
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
　
Ｆ
Ｅ
Ｎ

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
を
興
味
深
く
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
年
後
に

垂
水
市
で
開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
競
技
に
向
け
て
「
希
望
の
光
」

が
鋭
意
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。（
鹿
児
島
市
／
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ａ
／
70
代
男
性
）

　
　
　
　
　
　▼

　

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
さ
ん
広
報
誌
へ
の
お
便

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
魅
力
を
少
し
で

も
お
伝
え
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

３
年
後
に
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
る
国

民
体
育
大
会
に
向
け
、
垂
水
市
で
は

今
後
も
競
技
人
口
の
増
加
と
選
手
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
台
風
災
害
の
復
旧
工

事
は
い
つ
始
ま
る
の
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ

３
月
着
工
と
な
る
の
で
す
ね
。
そ

の
間
、
元
技
術
職
の
市
役
所
Ｏ
Ｂ

の
方
が
準
備
の
た
め
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
垂
水

市
に
対
す
る
思
い
を
感
じ
た
と
こ

で
し
た
。
早
く
元
通
り
に
復
旧
で

き
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。（
垂
水

市
／
Ｊ
Ｕ
Ｎ
ち
ゃ
ん
／
60
代
男
性
）

　
　
　
　
　
　▼

　

Ｊ
Ｕ
Ｎ
ち
ゃ
ん
さ
ん
、
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
垂

水
市
で
は
、
台
風
16
号
災
害
の
復
旧

作
業
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
ま
た
、
災
害
復
旧
の
た
め
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
こ
の
場

を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題
は
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
取
り
上
げ
て
い

る
の
で
街
全
体
が
見
え
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ニ
ュ
ー

ス
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ

い
。
食
改
キ
ッ
チ
ン
、
知
ら
な
い

歴
史
を
ま
ぜ
て
紹
介
し
て
い
る
の

で
楽
し
く
見
れ
ま
す
。（
鹿
屋
市
／

カ
ピ
ッ
ク
ン
／
60
代
男
性
）

　
　
　
　
　
　▼

　

カ
ピ
ッ
ク
ン
さ
ん
、
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
多
く
の
コ
ー

ナ
ー
へ
の
お
褒
め
の
お
言
葉
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
各
コ
ー

ナ
ー
を
皆
様
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
を
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
引
き
続
き
、
ご
愛
読
の

方
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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垂水市では、広報誌のご感想や市長へのメッセージなど読者の皆様からのお便りをお待ちしております。
■お便り先　　〒 891-2192　鹿児島県垂水市上町 114　広報誌お便り係（垂水市企画政策課秘書広報係）
■お便り方法　下の様式をご利用の上、郵送又は本庁舎１階目安箱へお入れください。なお様式は、官製ハガキ等でも受け付けており
　　　　　　　ますが、プレゼントをご希望される方は、下の様式と同様の内容（氏名・年齢・住所・連絡先・アンケート回答・ご意見）
　　　　　　　の全てをご記入ください。ご記入が無い場合は、プレゼント抽選の対象外となりますのでご注意ください。
■紹介・回答　お便りは、個人を特定できる情報を削除し、要約して広報誌でご紹介させていただく場合があります。
　　　　　　　また、そのご回答・お返事も掲載させていただきます。

※プレゼント当選者は抽選の上決定し、その発表は、発送・直接のお届けをもってかえさせていただきます。

お便り＆市長へのメッセージ＆プレゼント

郵送の際は
お手数ですが
52円切手を

お貼りください。
目安箱への投函の
際は切手は不要。

8 9 1 2 1 9 ２

鹿児島県垂水市上町 114 番地
垂水市役所　企画政策課
広報たるみず担当者宛（秘書広報係内）

市外局番

◎ご住所

◎ご氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◎ペンネーム　　　　　　　 ◎年齢　　　　　　◎性別

◎電話

◎アンケート：好きな記事を３つ○でお選びください。

◎ご希望
プレゼント番号

※ご希望番号に○をしてください。
　ご希望の方は必ず氏名・住所・
　連絡先をご記入ください。（　　   ）　　－

男　・　女

１・２・３

歳

都道
府県

市区
郡

　１　特集　２　ポストカード　３　シネマ　４　NEWS　５　絶妙景観　６　まちの話題
　７　プレゼント　８コツコツ（教育）　９食改キッチン　10 幸せ瞬間 Snap　11 その他

↓お手数ですが、切り取ってご利用ください。

※個人情報の取扱い
個人情報は、お便りのご紹

介、プレゼントの発送及び

統計資料作成以外の目的で

は使用いたしません。

※お便りはＷＥＢサイト
　からでも受付可能！
広報誌へのお便りは、垂水

市公式WEB サイトからでも

お送りいただけます！お便

りお待ちしております！

◎垂水市公式 WEB サイト
　⇒市政の動き ⇒広報・広聴
　⇒広報誌　 　⇒広報誌お便り

応募締切：発行月の 25 日

広報４月号

◎うぶ声（平成 29 年 2 月届出分）

◎おくやみ（平成 29 年 2 月届出分）

◎おくやみ（続き）

出生児 保護者 振興会

入佐　芽
め い ほ

穂 茂輝 栄町

野間　あさひ 洋平 上中馬場

和田　杏
あんじゅ

珠 秀志 並松

海老原　真
しん

善郎 上本城

深見　弦
げんぺい

平 陽介 崎山

山内　蒼
そうへい

平 航平 上町

中村　結
ゆ あ

愛 拓矢 下元垂水２

氏名 歳 振興会 喪主名

池田　ヨミ子 93 下松原 池田　雅

篠原　 よう子 60 源園 篠原　真奈美

宮城　チヤ子 85 松元 宮城　昭弘

川畑　トキエ 89 諏訪下 川畑　雅史

枝元　幸男 83 錦町 枝元　ノブ子

永田　鉄哉 89 県営下宮 永田　四男

さっと、見落としがちな「お知らせ」。
大事な情報が詰まっています！見逃さないで！別枠！ 見逃せない！

平
成
29
年
度
職
業
訓
練

指
導
員
（
48
時
間
）
講
習

　

職
業
訓
練
指
導
員
（
職
業
訓
練
に

お
い
て
訓
練
を
担
当
す
る
者
）
と
し

て
必
要
な
能
力
を
付
与
す
る
た
め
、

講
習
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
間

①
７
月
25
日
（
火
）
～
27
日
（
木
）

②
８
月
１
日
（
火
）
～
３
日
（
木
）

■
場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

■
受
講
資
格

①
技
能
検
定
（
国
家
検
定
）
の
１
級
・

　

単
一
等
級
合
格
者

②
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
４
年

　

～
１
０
年
の
実
務
経
験
者

③
学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職
種
に

　

関
す
る
学
科
を
修
め
た
者
で
、
大

　

学
卒
者
２
年
、
短
期
大
学
・
高
等

　

専
門
学
校
卒
者
４
年
、
高
等
学
校

　

卒
者
７
年
の
実
務
経
験
の
あ
る
者

■
受
付

　

５
月
22
日
（
月
）
～
６
月
２
日
（
金
）

■
料
金　

１
万
５
６
０
０
円

■
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
職
業

能
力
開
発
協
会
☎
０
９
９

－

２
２
６

－

３
２
４
０

氏名 歳 振興会 喪主名

東　マサ子 83 芝原 東　良一

池田　慶子 83 並松 池田　純男

中園　二男 83 諏訪下 安居　三三子

深見　ノリ子 84 崎山 深見　良二

大坪　マツ子 95 深港 大坪　正文

川﨑　強 66 脇登 川﨑　均

岩 　ハツヱ 94 崎山 岩切　秀男

永田　五夫 69 城山団地 永田　利子

𦚰　ヤヱ 92 牛根麓 脇　順一

𠮷井　和子 98 上松原 鶴田　 子

川原　秋雄 97 諏訪下 川原　ハツエ

山口　彌戸次 92 尾迫 山口　スミヱ

安山　ユウ子 73 下市木２区 安山　光則

中村　辰雄 82 下本城 中村　百合子

大迫　チカ 95 上市之園 大迫　輝夫

②宮田屋珈琲ギフトセット［３名様］
本市出身の宮田一也さん経営・宮田屋珈
琲（札幌市）より提供いただいたギフト
セット（２L ×２本）を３名様に！

③クオカード 2,000 円分［２名様］
ファミリーマート北方浜平店より提供い
ただいたクオカード 2,000 円分を２名様
にプレゼントします！

①ドレ・ソース［２名様］
たるみず畑さんのドレ・ソース３本セッ
ト（いんげん・たまねぎ・赤しそ）を２
名様にプレゼントします！
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■発行
鹿児島県垂水市役所
http://www.city.tarumizu.lg.jp

■住所
〒 891-2192
鹿児島県垂水市上町 114

■連絡先

TEL：0994-32-1111
FAX：0994-32-6625

■編集・デザイン
垂水市役所
企画政策課　秘書広報係

■コスト
ページ単価　1.14（税別）
本号コスト　54 円

■定期購読
市外在住の方を対象に、ご
自宅に毎月お届けする定
期購読を行っております。
詳しくはお尋ねください。

（年間購読料 1,500 円）

■ふるさと納税
積極的なふるさと納税事
業を展開しています。ぜひ
一度、ご覧ください！
http://www.furusato-tax.jp/
japan/prefecture/46214

T A R U M I Z U

４

広 報 た る み ず

2017 年（ 平 成 29 年 ）
４月 1 日発行／ No.72

推計人口  3 月１日現在

①総人口／ 14,988（-30）
②世帯数／ 6,824（-11）
③男性／ 6,923（-6）
④女性／ 8,065 （-24）
※（　　　）は前月比
※総人口減／自然減（-18）社会減（-12）
◎総務課／☎内線 357

市場休業日
4 月 2 日（日）       4 月 5 日（水）
4 月 9 日（日）       4 月 12 日（水）
4 月 16 日（日）       4 月 19 日（水）
4 月 23 日（日）       4 月 29 日（土）
4 月 30 日（日）  
◎農林課／☎内線 241

漏水当番店連絡先　☎ 070-4749-6210
4 月　   堀之内建設　☎ 32-0695
5 月　   上津建設　　☎ 36-2003　　◎水道課／☎内線 129

桜島降灰収集
①新城・柊原・牛根地区（第 1 火曜）
　4 月 4 日（火）
②上記以外の地区（第 2・4 火曜）
　4 月 11 日（火）4 月 25 日（火）
◎土木課／☎内線 350

休日在宅医・薬局  ◎保健課／☎内線 164

日程 病院名 連絡先 薬局名 連絡先

4 月 2 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

4 月 9 日（日） よしとみクリニック 45-4215 小みかん薬局 32-8118

4 月 16 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

4 月 23 日（日） 桑波田診療所 32-0002 フタヤ薬局 32-7252

4 月 29 日（土・祝） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

4 月 30 日（日） ふくまる皮フ科 32-7771 ヘルシー薬局 32-9022

5 月 3 日（水・祝） 池田温泉クリニック 32-6161 アルファー薬局 32-6400

5 月 4 日（木・祝） 相良整形外科 31-3081 ライフ薬局 31-3322

5 月 5 日（金・祝） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 7 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 14 日（日） りんどう心のクリニック 32-2277 小みかん薬局 32-8118

5 月 21 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 28 日（日） 東内科小児科クリニック 32-5522 いちご薬局 32-3656

納税等
４月分納期限　５月１日（月）
①国民健康保険税／随時２期
②後期高齢者医療保険料／随時２期

③介護保険料／第１期
④住宅使用料／４月分
⑤保育料／４月分
◎税務課／☎内線 136

今
月
の
特
集
は

施
政
方
針
を
お

届
け
し
ま
す
！

※４月 23 日の休日在宅医・薬局が
　３月号掲載内容から変更がありま
　した。ご確認をお願いいたします。
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